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今月の見どころ
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多賀城

2011（平成23年）

　震災直後から市内の道路をふさいだ被災車
両の移動やがれきの撤去を行った多賀城市建
設災害防止協議会の皆さん。
　救助車両や支援車両がいち早く市内に入る
ことができたのも皆さんの活躍があったから
です。
� 写真：4月15日撮影
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特

集

多賀城市建設災害防止協議会
会長　斎藤　孝一さん

　私は震災時、東京に出張してい
ました。地震が起こってからすぐ
に多賀城へ戻ろうと試みました
が、戻る手段がありませんでした。
しかし、偶然、出張先のお客さま
から緊急車両が出せるという話をいただき、高速道路を
使って帰ってきました。最初に多賀城を見た瞬間、ある
場所を境に景色が一変し、ただ驚くばかりでした。そん
な中、明月にある自分の会社へ向かいましたが、被害が
大きくたどり着ける状況ではありませんでした。
　その後、市役所の災害対策本部のもと、災防協会長と
して活動に従事しました。私が不在の間も会員の皆さん
はまだ水が引いていない震災直後から、市民の皆さんが
少しでも安全に通れるよう道路の応急処理などの作業を
していました。災害直後からの作業だったので大変危険
な中をよくやってくれたなと思います。
　今後、家屋の解体やがれきの移動など行います。特に
家屋の解体をする時は、持ち主の思い出がたくさん詰
まった家屋なので、その事を忘れずに作業したいと思い
ます。
　また、我々の本来の仕事は「ものをつくる」ことです。
少しでも早くそれができる環境になることを願って、
日々、活動していきたいと思います。

震
災
直
後
か
ら
の
活
動

　
3
月
11
日
㈮
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
市
内

の
道
路
は
津
波
で
流
さ
れ
た
多
く
の
被
災
車
両
や

が
れ
き
、ヘ
ド
ロ
な
ど
で
ふ
さ
が
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
そ
の
光

景
に
た
だ
立
ち
つ
く
す
ば
か
り
で
し
た
。
そ
ん
な

中
、
本
市
と
災
害
時
協
力
協
定
を
結
ぶ
市
建
設
災

害
防
止
協
議
会（
災
防
協
）の
皆
さ
ん
は
ふ
さ
が
れ

た
道
路
を
一
刻
も
早
く
車
両
が
通
行
で
き
る
よ
う

復
旧
活
動
し
ま
し
た
。
災
防
協
の
皆
さ
ん
の
高
い

志
に
支
え
ら
れ
、
全
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が

い
ち
早
く
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
多
賀
城
市
建
設
災
害
防
止
協
議
会
と
は
◆

　
市
内
の
建
設
業
の
皆
さ
ん
が
作
業
中
の
事
故
防

止
の
た
め
に
、
よ
り
安
全
な
方
法
な
ど
を「
勉
強

す
る
会
」と
し
て
結
成
。

　
平
成
13
年
7
月
、
災
害
時
に
市
か
ら
要
請
さ
れ

る
作
業
に
つ
い
て
、
よ
り
迅
速
な
対
応
を
す
る
た

め
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
現
在
は
建
築・土
木・

電
気
・
水
道
・
造
園
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

企
業
、
50
社
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
震
災
で
は
、
6
班
に
分
か
れ
て
作
業
に

あ
た
り
ま
し
た
。

で
の
作
業
は
、
と
て
も
つ
ら
い
も
の
で
し
た
が
、

が
れ
き
撤
去
な
ど
の
作
業
で
は
、
住
民
の
方
か
ら

感
謝
の
こ
と
ば
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
励

み
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

つ
ね
に
情
報
共
有
を

　
作
業
は
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
。
作
業
中
に

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
慎
重
か
つ
迅
速
に
連
携

を
と
り
な
が
ら
日
々
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
震
災
直
後
は
刻
々
と
変
わ
る
状
況
に
対

応
す
る
た
め
、
毎
日
朝
・
夕
2
回
、
災
防
協
加
盟

各
社
が
集
ま
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
役
割
分

担
を
綿
密
に
決
め
ま
し
た
。
今
で
も
毎
日
、
夕
方

に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

未
曾
有
の
災
害
だ
っ
た
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
た「
つ
な
が
り
」

　
災
防
協
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
年
に
2
回
程

度
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
震
災
後
は
毎
日
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
他
の
会
社
の
皆
さ
ん
と
顔
を
合

わ
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

の
皆
さ
ん
と
の
新
た
な「
つ
な
が
り
」が
た
く
さ
ん

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の「
つ
な
が
り
」が
後
世
へ
も
引
き
継
が
れ
る

よ
う
に
大
切
に
守
る
心
と
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の

復
興
へ
向
け
た
強
い
心
を
胸
に
、
今
日
も
市
内
の

至
る
所
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

3
月
11
日　
震
災
直
後
、
市
の
要
請
に
従
っ
て
行

動
開
始
。
夜
中
の
う
ち
に
翌
日
の
作
業
に
備
え
重

機
を
多
賀
城
市
へ
運
搬
。

3
月
12
日　
自
衛
隊
や
消
防
な
ど
の
緊
急
車
両
や

県
外
か
ら
の
支
援
物
資
の
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
が
通
行

で
き
る
よ
う
主
要
道
路
を
優
先
的
に
整
備
。

3
月
13
日
以
降

・
砂
押
川
が
決
壊
し
た
た
め
、
県
の
対
応
を
待
つ

こ
と
な
く
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
応
急
処
置
を

実
施
。

・
各
避
難
所
へ
支
援
物
資
を
運
送
。
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
。

・
警
察
な
ど
に
よ
る
捜
索
活
動
に
同
行
し
、
散
乱

す
る
被
災
車
両
の
移
動
や
が
れ
き
の
撤
去
作
業
に

従
事
。

現
在

・
危
険
家
屋
な
ど
の
解
体
。

物
資
不
足
の
中
で
の
作
業

　
震
災
直
後
は
電
気
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
途
絶
と
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
も
思
う
よ

う
に
手
に
入
ら
な
い
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
か
ら

持
ち
寄
っ
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
重
機
が
津
波
被
害
で
使
え
な
い
状
況
に

あ
っ
て
も
、
代
わ
り
の
重
機
を
取
り
寄
せ
、
作
業

に
あ
た
っ
た
会
社
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
作
業
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
自
身
も
大
切

な
人
と
の
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
り
、
会
社
や
自

宅
の
状
況
な
ど
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
不
安
の

中
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
た
め
に
」と
い
う
思
い

で
一
生
懸
命
、
作
業
を
続
け
ま
し
た
。

　
ド
ロ
だ
ら
け
の
体
を
洗
う
こ
と
も
で
き
な
い
中

今年もクリーンキャンペーン実施
　多賀城市建設災害防止協議会では、毎年多賀城駅周辺
の公園や道路、堤防の清掃奉仕などの活動、クリーンキャ
ンペーンを行っています。
　今年は大震災があったにもかかわらず、8月5日、51
社から会員約90人が参加しました。
　暑い中、路上に捨てられたガムをはがしたり、草刈り
などを行い、2時間ほどの作業で2トンダンプ4台分と
100袋分のゴミなどを収集しました。
　少しでも「まち」がきれいに、そして市民の皆さんが心
地よく住めるように今年も一生懸命取り組みました。

特
集　
多
賀
城
市
建
設
災
害
防
止
協
議
会

　
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
半
年
。
市
内
の
景
色
は
震
災
直
後
に
比
べ
徐
々
に
元
の
姿
へ
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
月
号
は
、
そ
ん

な
ま
ち
の
復
興
を
願
っ
て
、
震
災
直
後
か
ら
今
も
な
お
活
動
し
続
け
て
い
る
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

復
興
に
向
け
て
～
私
た
ち
の
ま
ち
の
た
め
に
～

▲3月13日　道路復旧▲4月18日　災害ごみ収集

▲4月29日　末の松山清掃 ▲4月11日　がれき撤去 ▲4月8日　災害ごみ収集

▲3月14日　砂押川堤防応急処置
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市

政

情

報
復旧そして復興へ 安全・安心・笑顔を

キーワードに復興を

「市民が主役」と「支えあ
い・学びあい・育ちあい」

を基本に復興を

44 55
これまでの多賀城を
支えてきた産業の
活力・元気再生

先人から受け継いだ
悠久の歴史

「史都 多賀城」を後世へ

11 22 33

❶早期復旧の実現
・�仮設住宅整備促進と住宅の応急修理の推進
・�道路や住宅地のがれきの撤去や、被災家屋の解体撤去の推進
・道路、上下水道、下水道処理施設、学校施設などの公共施設の早期復旧
・�被災企業の再建に向けた仮設店舗、仮設工場の整備促進

❷�「絆」・「つながり」を前提とした、健やかな「くらし」の確保と、活力ある「しごと」の創出
・現地での居住再建促進と新たな居住地の確保支援
・地域活動を支える人材育成強化
・�地域での問題・課題を、ビジネスにつなげ、暮らしを根幹から支える「しごと」を産み、育む仕組みづくりと活
動支援

❸既存産業の再興促進と立地支援の強化
・工場地帯の都市インフラ（道路・雨水幹線など）の整備推進
・（仮）多賀城インターチェンジなどの整備促進
・企業立地を促す復興特区制度の活用

❹減災対策の充実強化
・�防潮堤・防災林の整備促進と河川・運河堤防の充実強化促進
・避難拠点施設の整備・確保
・避難広報の多チャンネル化推進
・「逃げる」を基本に考えた道路整備推進

❺防災意識の向上
・防災教育の徹底
・防災訓練などの備え対策の充実・強化
・自助・共助・公助による災害用備蓄品の確保促進と、災害時における他自治体からの支援体制の構築

❻震災の教訓・知恵の伝承と世界への発信
・東日本大震災を伝承するための機会・記録の確保

❼「歴史」・「景観」・「文化」を生かしたまちづくりの推進
・歴史的な景観形成、景観維持向上の取組推進
・文化センターを中心として育んできた文化を生かした取組推進

❽復興シンボルとしての史都・市心の整備推進
・多賀城駅北側・南側の一体的な整備促進
・多賀城駅を中心とした公共交通ネットワークの構築

　本市では、笑顔あふれる未来を目指して、市民の皆さま、企業の皆さまとともに、復興へと進んでいくため、
震災復興計画を策定しています。
　今後10年間の復興の取り組みを定める震災復興計画の骨子となる震災復興構想案を作成し、平成23年8月10
日に市民との意見交換会を開催しました。

策定主旨 �
　東日本大震災により、甚大な被害を受けた本市の復興に向けて、市民をはじめとする多様な方々の知恵と力を
結集し、ともに歩んでいくため、復興に向けた将来像や取り組みの道筋・羅針盤として策定するものです。

復興施策のポイント

今後の予定
　今回の意見交換でお示しした震災復興構想は、復興
に向けた取り組みの方向性を示すものです。
　今後、市民の皆さんからのご意見を踏まえ、この復
興構想に修正を加え、具体的な復興の取り組みを盛り
込んだ震災復興計画を策定していきます。
　震災復興計画案については、10月下旬に市民の皆
さんにお示しし、今回同様の意見交換会を開催するこ
とを予定しております。
問／市長公室震災復興推進局　内線261、262

震災復興構想案に関する市民との
意見交換会の主な内容

・�復旧・復興事業の実施期間を明確にすること。
・�防災意識の向上を図るための施策を実施すること。
・�被災者アンケート結果を地域別に分析し、施策に展
開すること。

・�震災の教訓の伝承や防災教育の取り組みを実施する
こと。

・�津波対策における仙台市との連携協力体制が重要で
あること。

～笑顔あふれる未来を目指して～
震災復興計画の骨子となる震災復興構想案に関する市民との意見交換会を実施しました

生活再建と産業再興
～日常生活と仕事の再生～
①�誰もが安心して住み続けられ
る、「絆」「つながり」「コミュ
ニケーション」「温もり」のあ
るまち

②�新しい価値観がうまれ、新し
いカタチの仕事・雇用が創造
されるまち

災害に対応した安全安心の確保
～被害を最小限にする減災～
①�数十年規模の災害には「財産
と命」が、数百年、そして、
千年規模の災害には「命」が守
られるまち

②�東日本大震災を踏まえた自
助、共助、公助が実践される
まち

震災経験の伝承とまちの魅力度向上
～震災を伝え、独自性を生かす～

①�災害に対する知恵、考え方を後世に伝
承するまち
②�復興に向けた市民・企業の想いが一つ
になり、市民にも企業にも選択される
魅力と資質を備えるまち
③�「－（マイナス）」を「＋（プラス）」にする
という逆転の発想で、防災の知恵が集
積し、世界に発信するまち

復　興　理　念

計画期間は10年間 �
　復興までの計画期間を10年間とし、平成32年度を目標年度とします。
　復旧期3年（平成23年～25年）、再生期4年（平成26年～29年）、発展期3年（平成30年～32年）の3期に分けて、
取り組みを進めていきます。
　なお、復興を見据えて、次のステップにつながる取り組みについては、復旧期から着手し、早期復興を目指し
ます。

復興に向けた将来像 �

砂 押 川

貞
山
運
河

仙　台　港

仙台港

多賀城
ＩＣ

仙台港
北ＩＣ

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

避
難
道
路

避
難

道
路

避
難

道
路

防潮堤強化

盛土＋防災林

盛土＋防災林

盛土＋防災林

広報無線

避難ビル 工場など

防潮堤

盛土＋防災林 盛土＋防災林 盛土＋防災林 防潮堤

都市計画道路の整備
河川・運河の強化を要請

道路管理者へ整備要請
総合治水対策

避難広報の
多チャンネル化

津波避難ビルなどによる
避難施設

Ｆ
Ｍ
局

港湾管理者へ整備要請

■多重防御断面イメージ

❖減災対策の充実強化イメージ
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市

政

情

報

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

■「
半
壊
」ま
た
は「
大
規
模
半
壊
」の
家

屋
解
体
に
つ
い
て

　

り
災
証
明
書
が「
半
壊
」ま
た
は「
大

規
模
半
壊
」の
方
で
住
宅
を
解
体
す
る

場
合
は
、「
半
壊
解
体
」に
な
り
、「
全
壊
」

と
同
じ
金
額
で
申
請
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
り
災
証
明
書
の
被
害
区
分
は

変
更
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

解
体
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
市
で

写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
の
で
、
社
会
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

基
礎
支
援
金
と
加
算
支
援
金
の
金
額

は
次
の
通
り
で
す
。

申
請
期
限
／

　
基
礎
支
援
金　
平
成
24
年
4
月
10
日

　
加
算
支
援
金　
平
成
26
年
4
月
10
日

必
要
書
類
／

基
礎
支
援
金　
①
3
月
11
日
の
所
在
が

分
か
る
住
民
票（
除
票
）②
世
帯
主
預
金

通
帳
所
定
欄
の
写
し
③
り
災
証
明
書

加
算
支
援
金　
①
契
約
書
の
写
し
②
基

礎
支
援
金
と
同
じ
通
帳
の
写
し

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
1
6
2
、
1
6
3

平
成
23
年
度
の
介
護
保
険
料

の
減
免
申
請

　
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
の
平

成
23
年
度
の
介
護
保
険
料
の
減
免
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
居
住
す
る
住
宅
が
半
壊

以
上
の
場
合
、
減
免
措
置
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
り
災
証
明
書
を
必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
震
災
に
よ
り
主
た
る
生
計
維

持
者
が
死
亡
し
た
場
合
や
前
年
の
収
入

よ
り
著
し
く
減
少
し
た
方
な
ど
も
減
免

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
／
10
月
31
日
㈪
ま
で

申
請
・
問
／
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係

内
線
6
6
1
～
6
6
3

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
等
の

還
付
申
請

　
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
介
護
保

険
料
が
減
免
対
象
に
な
っ
た
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
3
月

分
か
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
等

を
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
す
で
に

支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
一
割
負
担
分
を
還
付
し
ま

す
。
申
請
す
る
場
合
は
、免
除
認
定
証
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
発
行
し
た
領

収
書
原
本
、
印
鑑
、
通
帳
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

申
請
期
間
／
10
月
31
日
㈪
ま
で

申
請
・
問
／
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係

内
線
6
6
1
～
6
6
3

災
害
ご
み
に
つ
い
て

　
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
災
害
ご
み
を

市
の
災
害
ご
み
仮
置
き
場
へ
自
ら
搬
入

す
る
際
は
、「
搬
入
許
可
証
」が
必
要
で

す
。
搬
入
許
可
証
の
発
行
手
続
き
は
生

活
環
境
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

必
要
書
類
／
①
搬
入
す
る
車
両
の
車
検

証
②
り
災
証
明
書
③
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

の
場
合
は
工
事
請
負
契
約
書（
住
宅
応

急
修
理
は
申
請
書
の
写
し
）

許
可
内
容
／
①
搬
入
許
可
期
間
は
3
日

間
②
4
ト
ン
以
下
の
車
両
1
台
の
み

手
続
き
期
間
／
月
曜
～
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）、
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時搬
入
時
間
／
月
曜
～
土
曜
日（
祝
日
を

除
く
）、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）含
有
建
築
廃
材

に
つ
い
て

　
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
、
他
の
災
害
ご
み
と
は
区
別
し
収

集
運
搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

一
般
の
方
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
市

が
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、
廃
材
の
種

類
ご
と
に
分
別
し
、
飛
散
し
な
い
よ
う

対
策
を
講
じ
た
上
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係　
内
線
2
3
4
～
2
3
6

平
成
23
年
度
固
定
資
産
税・

都
市
計
画
税
の
課
税
免
除

お
よ
び
減
免
に
つ
い
て

　

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
損
害

の
程
度
に
応
じ
て
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

と
し
て
市
が
指
定
し
た
区
域
内
に
所
在

す
る
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
度
分
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
を
免
除
し
ま
す
。

　
市
で
、
対
象
物
件
を
把
握
し
、
損
害

の
程
度
を
確
認
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
減
免
適
用
後
の
税
額
で
納
税
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
減
免
の
割
合
は
、
次
の
表
の
通
り
で

す
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

税
務
署
に
て
災
害
減
免
法

お
よ
び
災
害
に
係
る
雑
損

控
除
を
申
告
さ
れ
た
方
へ

　
こ
の
度
の
震
災
の
特
例
と
し
て
平
成

22
年
分
の
所
得
税
に
お
い
て
災
害
減
免

法
お
よ
び
雑
損
控
除
を
申
告
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
市
県
民
税
に
お
い
て
次

の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
災
害
減
免
法
を
適
用
さ
れ
た
方

　
市
県
民
税
に
て
雑
損
控
除
を
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

▼
雑
損
控
除
を
申
告
さ
れ
た
方

　
平
成
23
年
度
の
市
県
民
税
に
て
雑
損

控
除
を
適
用
さ
せ
る
か
ど
う
か
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
用
さ
せ
る
場

合
、
申
告
は
不
要
で
す
が
、
適
用
さ
せ

な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
の
市
県
民
税
の

申
告
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
場
合
は
、
所
得
税
と
市
県
民
税

で
雑
損
控
除
の
適
用
と
な
る
年
度
が
異

な
る
た
め
、
所
得
税
の
確
定
申
告
と
は

別
に
市
県
民
税
の
申
告
を
毎
年
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
／
税
務
課
市
民
税
係

内
線
1
5
1
～
1
5
3

所
得
税
の
軽
減
ま
た
は

免
除
に
お
け
る
個
別
相

談
会
場
の
開
設

　
こ
の
た
び
施
行
さ
れ
た
震
災
特
例
法

に
よ
り
、
住
宅
・
家
財
・
事
業
用
資
産

な
ど
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
税
務
署
で
手
続
き
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
平
成
22
年
分
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
所
得
税
な
ど
の
減
免
措
置
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
、

手
続
き
に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

会
場
／
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
3
階
マ
リ

ン
ホ
ー
ル（
塩
竈
市
港
町
1
︱
4
―
1
）

期
間
／
無
期
限
で
開
設
中（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

開
設
時
間
／
午
前
9
時
～
午
後
4
時

問
／
塩
釜
税
務
署

☎
3
6
2
・
2
1
5
1

未
払
賃
金
の
立
替
払
制
度
の

手
続
き
に
つ
い
て

　
震
災
に
よ
り
、
お
勤
め
先
の
中
小
企

業（
法
律
上
の
倒
産
手
続
き
を
取
っ
て

い
る
場
合
は
、
大
企
業
も
対
象
と
な
り

ま
す
）が
倒
産
し
た
た
め
、
賃
金
が
支

払
わ
れ
な
い
ま
ま
退
職
し
た
労
働
者
に

対
し
て
、
そ
の
未
払
賃
金
総
額
の
う
ち

80
％
を
限
度
に
国
が
事
業
主
に
代
わ
っ

て
支
払
う（
立
替
払
を
す
る
）制
度
で

す
。

受
給
で
き
る
方
／

　
1
年
以
上
、
事
業
活
動
を
行
っ
て
き

た
中
小
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
労
働

者
で
、
企
業
の
倒
産
に
伴
い
退
職
し
、

「
未
払
賃
金
」が
残
っ
て
い
る
方

立
替
払
の
対
象
と
な
る
未
払
賃
金
／

　
退
職
日
の
6
カ
月
前
の
日
か
ら
立
替

払
請
求
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
給
与
支

払
日
が
来
て
い
る
給
与
と
退
職
金
で

す
。

　
な
お
、
立
替
払
の
額
に
は
、
年
齢
ご

と
に
次
の
上
限
額
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

45
歳
以
上
…
2
9
6
万
円　

30
歳
以
上
45
歳
未
満
…
1
7
6
万
円

30
歳
未
満
…
88
万
円

問
／
仙
台
労
働
基
準
監
督
署　

☎
2
9
9
・
9
0
7
1

労
災
請
求
に
つ
い
て

　
震
災
に
よ
り
、
業
務
中
ま
た
は
通
勤

中
の
ご
家
族
が
被
災
さ
れ
死
亡
ま
た
は

行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
労
災

保
険
の
遺
族（
補
償
）請
求
な
ど
が
で
き

ま
す

受
給
で
き
る
方
／
亡
く
な
ら
れ
た
方
、

行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
方
の
妻
、夫
、

子
、
父
母
、
祖
父
母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹

（
同
居
し
て
い
た
方
が
い
な
い
場
合
も

遺
族
補
償
給
付
の
対
象
に
な
り
ま
す
）

問
／
仙
台
労
働
基
準
監
督
署

☎
2
9
9
・
9
0
7
1

財
形
持
家
転
貸
融
資
の
特
例

措
置
に
つ
い
て

　
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機

構
で
は
、
被
災
さ
れ
た
勤
労
者
の
方
が

住
宅
取
得
な
ど
の
た
め
に
財
形
持
家
転

貸
融
資
を
新
た
に
受
け
る
場
合
に
、
貸

付
金
利
引
下
げ
な
ど
の
特
例
措
置
を
行

い
ま
す
。

融
資
対
象
／

①
住
宅
の
建
設
・
購
入
の
場
合

　
震
災
に
よ
り
所
有
ま
た
は
居
住
し
て

い
た
住
宅
が
被
害
を
受
け
、
り
災
証
明

書
に
よ
る
当
該
住
宅
の
被
害
の
程
度
が

全
壊
、
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
の
場

合②
住
宅
補
修
の
場
合

　
震
災
に
よ
り
所
有
し
て
い
た
住
宅
が

被
害
を
受
け
、
り
災
証
明
書
を
提
出
で

き
る
方

資
金
使
途
／

・
住
宅
の
新
築
資
金（
土
地
の
取
得
・

整
備
資
金
を
含
む
）

・
新
築
住
宅
の
購
入
資
金

・
中
古
住
宅
の
購
入
資
金

・
住
宅
の
補
修
資
金

融
資
限
度
額
／

・
申
込
日
に
お
け
る
一
般
財
形
貯
蓄
、

財
形
年
金
貯
蓄
、
財
形
住
宅
貯
蓄
の
合

計
残
高
の
10
倍
の
額（
最
高
4
千
万
円
）

・
住
宅
の
新
築
、
購
入
に
必
要
な
額
及

び
土
地
の
取
得（
整
備
含
む
）に
必
要
な

額
の
80
％
の
額

＊
融
資
の
額
は
50
万
円
以
上
と
し
、
10

万
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
る
こ
と

と
し
ま
す

特
例
金
利
／

①
融
資
額　
2
、
8
1
0
万
円
ま
で

・
融
資
日
か
ら
5
年
目
ま
で
無
利
子

・
6
年
目
か
ら
10
年
目
ま
で
0
・
85
％

・
11
年
目
以
降　
通
常
金
利
1
・
38
％

②
融
資
額　
2
、
8
1
0
万
円
超

・
全
返
済
期
間　
通
常
金
利
1
・
38
％

返
済
期
間
／
35
年
以
内（
据
置
5
年
以

内
、
補
修
の
場
合
1
年
以
内
）

＊
住
宅
の
種
類
、
申
込
時
の
年
齢
に
よ

り
返
済
期
間
が
変
わ
り
ま
す

申
込
期
限
／
平
成
28
年
3
月
31
日

申
込
先
／
申
込
み
先
は
、
勤
労
者
の
方

の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
勤
務
先

の
福
利
厚
生
担
当
者
な
ど
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

①
勤
務
先
事
業
主
が
財
形
持
家
転
貸
融

資
制
度
を
導
入
し
て
い
る
場
合

→
勤
務
先
事
業
主
へ

②
勤
務
先
事
業
主
が
加
入
す
る
事
業
主

団
体
を
通
じ
て
財
形
持
家
転
貸
融
資
を

行
う
場
合

→
事
業
主
団
体
へ

③
勤
務
先
事
業
主
が
福
利
厚
生
会
社

（
財
形
住
宅
金
融
な
ど
）に
出
資
し
て
い

る
場
合

→
福
利
厚
生
会
社（
財
形
住
宅
金
融
な

ど
）へ

問
／
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発

機
構
勤
労
者
財
産
形
成
部　
管
理
課
審

査
・
融
資
係

☎
0
4
5
・
6
8
3
・
1
1
6
7

企
業
者
支
援
の
お
知
ら
せ

被
災
者
支
援
の
お
知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ

固定資産税

償却資産

損害を受けた価格の割合 減免の割合
10分の10 全部
10分の6以上10分の10未満 10分の8
10分の4以上10分の6未満 10分の6
10分の2以上10分の4未満 10分の4

　平成23年度分の償却資産の申告で、免税点（課税標準額が150
万円）以上の事業所（方・納税義務者の方）に減免申請書を送付い
たします。申請された内容に基づき、該当する減免の割合に応じ
た税額の更正をいたします。

固定資産税・都市計画税

土　地

損害の程度（被害面積の割合） 減免の割合
10分の8以上 全部
10分の6以上10分の8未満 10分の8
10分の4以上10分の6未満 10分の6
10分の2以上10分の4未満 10分の4

家　屋

損害の程度（り災証明の判定） 減免の割合
全壊 全部
大規模半壊 10分の6
半壊 10分の4

津波被害の区域（長期避難区域）内に所在する固
定資産（土地、家屋）

課税免除

（万円）
区分 ①基礎支援金 ②加算支援金 計

複
数
世
帯

全壊世帯 100
建設・購入 200 300
補修 100 200
賃借 50 150

大規模
半壊世帯 50

建設・購入 200 250
補修 100 150
賃借 50 100

単
数
世
帯

（
一
人
暮
ら
し
）

全壊世帯 75
建設・購入 150 225
補修 75 150
賃借 37.5 112.5

大規模
半壊世帯 37.5

建設・購入 150 187.5
補修 75 112.5
賃借 37.5 75
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既
卒
若
年
求
職
者
の
た
め
の

就
職
応
援
C
a
r
e
e
r 

F
o
r
u
m

　
日
本
商
工
会
議
所
は
、中
小
企
業
庁
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
合
同
で
、
被
災
地
に

お
け
る
合
同
就
職
説
明
会「
既
卒
若
年

求
職
者
の
た
め
の
就
職
応
援

C
a
r
e
e
r　
F
o
r
u
m
―
震
災

復
興
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト
―
」を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。予
約
不
要
で
す
。

日
時
／
9
月
27
日
㈫
午
後
1
時
～
5
時

会
場
／
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

対
象
／
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
、
今
春

卒
業
後
就
職
し
て
い
な
い
方
ま
た
は
未

内
定
者
、
内
定
取
り
消
し
の
方
、
若
手

社
会
人
な
ど

服
装
／
自
由

主
催
／
中
小
企
業
庁
・
日
本
商
工
会
議

所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
／
㈱
デ
ィ
ス
コ
東
北
支
社　

☎
2
1
3
・
1
5
1
0

震
災
復
興
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

　
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
で
は
、
被
災
さ
れ
た
中
小
企
業
の

復
興
事
業
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
、
各

種
専
門
家
を
無
料
で
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
復
興
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

は
、
実
務
経
験
豊
富
な
次
の
方
々
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
中
小
企
業
支
援
の
経
験
豊
富
な
中
小

企
業
診
断
士
、一
級
建
築
士
、弁
護
士
、

社
会
保
険
労
務
士
な
ど

・
経
営
実
務
に
実
績
の
あ
る
大
企
業
、

中
堅
企
業
の
O
B

・
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
に
対
応
可
能

な
エ
ン
ジ
ニ
ア

内
容
／

・
事
業
再
建
計
画
の
策
定

・
転
業
、
新
事
業
展
開
の
検
討

・
設
備
な
ど
の
復
旧
・
補
修
相
談

・
資
金
調
達
の
検
討　

・
事
務
所
再
建
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

・
仕
入
、
販
売
先
な
ど
の
見
直
し

・
生
産
体
制
の
再
建
構
築
支
援

・
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に
対

す
る
相
談

派
遣
の
手
続
き
／

①
申
込
書
送
付（
〒
9
8
0
―
0
8
1
1

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
4
―
6
―
1
仙

台
第
一
生
命
タ
ワ
ー
ビ
ル
6
階
）

②
支
援
希
望
内
容
の
確
認
・
日
程
な
ど

の
調
整

※
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
支
援
内
容

お
よ
び
支
援
方
法（
支
援
回
数
や
派
遣

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
種
類
な
ど
）を
決
定

し
ま
す
。

③
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

　

ま
た
、
仙
台
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

震
災
復
興
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
常
設

し
、
各
種
経
営
相
談
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。

問
／
中
小
企
業
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
仙
台

☎
3
9
9
・
9
0
7
7

3
年
以
内
既
卒
者

採
用
拡
大
奨
励
金

　
卒
業
後
3
年
以
内
の
大
学
等
の
既
卒

雇
用
と
し
て
雇
い
入
れ
、
そ
の
後
正
規

雇
用
で
雇
い
入
れ
た
事
業
主

奨
励
金
対
象
者
の
条
件
／

・
平
成
21
年
3
月
以
降
の
新
規
学
卒
者

で
就
職
先
が
未
決
定
の
者
で
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
た
は
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
職
登
録
を
行
っ
て
い
る
者

・
卒
業
後
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
経

験
が
な
い
者（
1
年
以
上
継
続
し
て
同

一
の
事
業
主
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
経
験

が
な
い
者
）

・
雇
入
れ
開
始
日
現
在
の
満
年
齢
が
40

歳
未
満
の
者

支
給
額
／

・
有
期
雇
用
期
間（
原
則
3
カ
月
）は
、

対
象
1
人
に
つ
き
月
額
10
万
円（
最
大

30
万
円
）

・
有
期
雇
用
終
了
後
に
正
規
雇
用
で
雇

い
入
れ
た
場
合
は
、
対
象
者
1
人
に
つ

き
50
万
円（
正
規
雇
用
か
ら
3
カ
月
定

着
し
た
場
合
に
支
給
）

問
／
宮
城
労
働
局
総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
2
9
9
・
8
8
3
4

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
釜

☎
3
6
2
・
3
3
6
1

者
を
正
規
雇
用
し
た
事
業
主
の
方
に
奨

励
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
事
業
主
／
卒
業
後
3
年
以
内
の
大

卒
者
な
ど
も
応
募
可
能
な
大
学
求
人
等

を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
新
卒
応
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
、
そ
こ
か
ら

の
紹
介
に
よ
り
、
卒
業
後
3
年
以
内
の

大
卒
者
な
ど
を
正
規
雇
用
と
し
て
雇
い

入
れ
た
事
業
主

奨
励
金
対
象
者
の
条
件
／

・
平
成
21
年
3
月
以
降
の
既
卒
者（
卒

業
後
3
年
以
内
）

・
卒
業
後
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
経

験
が
な
い
者（
1
年
以
上
継
続
し
て
同

一
の
事
業
主
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
経
験

が
な
い
者
）

・
雇
入
れ
開
始
日
現
在
の
満
年
齢
が
40

歳
未
満
の
者

支
給
額
／

　
正
規
雇
用
で
の
雇
入
れ
か
ら
6
カ
月

定
着
し
た
場
合　
1
0
0
万
円

問
／
宮
城
労
働
局
総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
2
9
9
・
8
8
3
4

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
釜

☎
3
6
2
・
3
3
6
1

3
年
以
内
既
卒
者

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金

　
卒
業
後
も
就
職
活
動
を
継
続
中
の
新

規
学
卒
者
の
方（
高
校
・
大
学
等
を
卒

業
後
3
年
以
内
の
方
）を
正
規
雇
用
へ

向
け
て
育
成
す
る
た
め
に
、
次
に
よ
り

雇
用
し
た
事
業
主
の
方
に
奨
励
金
を
支

給
し
ま
す
。

対
象
事
業
主
／
原
則
3
カ
月
間
の
有
期

　
こ
の
選
挙
は
、
今
後
の
多
賀
城
市
政

の
あ
り
方
を
左
右
す
る
私
た
ち
に
と
っ

て
最
も
身
近
で
重
要
な
選
挙
で
す
。

　
投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午
後

8
時
ま
で
で
す
。

　
棄
権
し
な
い
で
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
方

　
今
回
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
2
つ

の
要
件
を
同
時
に
満
た
す
方
で
す
。

①
平
成
23
年
6
月
3
日
ま
で
に
住
民
票

が
作
成（
転
入
届
）さ
れ
て
お
り
、
基
準

日（
9
月
3
日
）に
お
い
て
引
き
続
き

3
ヶ
月
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
方

②
平
成
3
年
9
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

　
な
お
、
投
票
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出

し
た
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す

　
投
票
所
入
場
券
は
、
有
権
者
の
皆
さ

ん
の
お
手
元
に
9
月
3
日
頃
に
届
く
予

定
で
す
。

　
投
票
日
当
日
は
、
投
票
所
に
入
場
券

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
所
に
つ
い
て

　
投
票
所
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
広
報
多

賀
城
9
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
た『
多

賀
城
市
内
投
票
所
の
ご
案
内
』ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
携
帯
サ
イ
ト

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
3
カ
所
の
投

票
所
が
被
災
し
た
た
め
、
次
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。

○
第
12
投
票
区

変
更
前　
笠
神
会
館

　
↓

変
更
後　
多
賀
城
東
小
学
校

○
第
14
投
票
区

変
更
前　
大
代
地
区
公
民
館

　
↓

変
更
後　
小
野
屋
ホ
テ
ル

○
第
16
投
票
区

変
更
前　
（
独
）雇
用
・
能
力
開
発
機
構

宮
城
セ
ン
タ
ー

　
↓

変
更
後　
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

多
賀
城

滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票

　
選
挙
期
間
中
、
他
の
市
区
町
村
に
滞

在
し
て
い
る
方
は
、
滞
在
先
の
市
区
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
等
交
付
の
た

め
の「
宣
誓
書（
兼
請
求
書
）」の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
多
賀
城
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
あ
ら
か
じ
め

請
求
い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ

き
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
多

賀
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
滞
在
先
へ
投
票
用

紙
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
。

病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
や
施
設
に
入
っ
て
い
る
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
病
院
や
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
交
付
す
る「
郵
便
投
票

証
明
書
」が
必
要
で
す
。
証
明
書
が
必

要
な
方
は
、
9
月
7
日
㈬
ま
で
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
が
利
用
で
き
る
方

は
、
身
体
障
害
者
や
戦
傷
病
者
、
介
護

保
険
の
要
介
護
5
な
ど
の
人
が
対
象
で

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

投
票
・
開
票
速
報

　
投
票
日
当
日
は
、
投
票
・
開
票
の
状

況
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
携
帯
サ
イ

ト
で
随
時
公
表
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

http://w
w
w
.city.tagajo.

m
iyagi.jp/

市
携
帯
サ
イ
ト
／

http://w
w
w
.city.tagajo.

m
iyagi.jp/m

/s/

問
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内
線
6
3
1
、
6
3
2

期
日
前（
不
在
者
）投
票

　
投
票
日
に
、
仕
事
、
旅
行
、
入
院
な

ど
で
投
票
で
き
な
い
方
の
ほ
か
、
自
営

業
の
方
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
私
用
で

あ
っ
て
も
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
期
日
前
投
票
時
点
で
20
歳
未

満
の
方（
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
）は
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

期
間
／
9
月
5
日
㈪
～
10
日
㈯　

時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

会
場
／
多
賀
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

持
ち
も
の
／
投
票
所
入
場
券（
入
場
券

が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）

第
三
回
市
議
会
定
例
会

　

第
三
回
市
議
会
定
例
会
の
会
期

は
、
9
月
22
日
㈭
か
ら
10
月
17
日
㈪

ま
で
の
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の
傍
聴

を
お
待
ち
し
ま
す
。

　
な
お
、
会
期
日
程
の
詳
細
は
、
9

月
21
日
㈬
に
開
催
予
定
の
議
会
運

営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
は
そ
の
日
以
降
に
お

願
い
し
ま
す
。

問
／
議
会
事
務
局

内
線
3
1
1
、
3
1
2

ご
厚
意
に
感
謝（
敬
省
略
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

・
稲
葉
愛
子（
伝
上
山
一
丁
目
）

　
友
好
都
市
・
天
童
市
に
あ
る
日
本
酒

で
有
名
な
出
羽
桜
酒
造
で
、
多
賀
城
の

お
米
を
使
っ
て
新
酒
を
醸
造
し
て
い
ま

し
た
が
、
震
災
に
も
負
け
ず
、
こ
の
た

び
完
成
し
ま
し
た
。
3
月
に
募
集
し
て

い
た
新
酒
の
名
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
命
名　
「
多た

賀が

城じ
ょ
う

桜ざ
く
ら」

　
名
前
を
も
ら
い
新
た
に
命
を
吹
き
込

ま
れ
た
多
賀
城
桜
の
新
酒
お
ひ
ろ
め
会

を
8
月
9
日
㈫
に
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

多
賀
城
で
開
催
し
ま
し
た
。
出
羽
桜
酒

造
の
営
業
部
長
と
工
場
長
を
お
迎
え

し
、
完
成
ま
で
の
道
の
り
や
思
い
出
な

ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は「
お
い
し
い
」の
声
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。
販
売
数
は
限
定
一

千
本
。新
し
い
多
賀
城
市
の
名
産
品「
多

賀
城
桜
」は
市
内
観
光
協
会
加
盟
酒
販

店
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

○
名
称
募
集
結
果（
応
募
総
数
40
件
）

優
秀
賞「
多
賀
城
桜
」

　
板
橋
仁
志
さ
ん
、
佐
山
幸
子
さ
ん

新
酒
1
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者

　

田
中
栄
子
さ
ん
、
笠
嶋
明
夫
さ
ん
、

宮
澤
正
行
さ
ん
、
鈴
木
隆
一
さ
ん
、
菅

原
雅
彦
さ
ん

問
／
多
賀
城
市
観
光
協
会（
商
工
観
光

課
内
）

内
線
4
7
2
、
4
7
3

こ
の
一
票　
か
が
や
く
未
来
の　
み
ち
し
る
べ

多
賀
城
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
告
示
日 

9
月
4
日
㈰
・
投
票
日 

9
月
11
日
㈰

新
酒
が
つ
い
に
デ
ビ
ュ
ー
☆

�

新
酒
お
ひ
ろ
め
会
を
開
催
し
ま
し
た

多賀城市役所

入口 駐車場

社会福祉
協議会

母子健康
センター

選挙管理委員会
事務局
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アオヌマヤスヒロ、居酒屋高砂、伊豆の国市大仁区防災団、ウエムラマリコ、オーストリアウィーン
市ヘルナルス区、オザワトモヨシ、（有）小野商事、神奈川県少年野球「井土ヶ谷東団地」クラブ、神奈
川県宅地建物取引業保証協会南部第3地区会、かぶらの里童謡詩人橋本暮村童謡祭実行委員会、カワ
ムラナツコ、栗田博光、化度寺、国際タイ舞踊・文化交流会実行委員会、コニカミノルタビジネスソ

リューションズ（株）、シオダトモコ、シブヤナホ、（株）ジョイアス、真宗大谷派、（株）高岡市衛生公社、（株）高岡市衛生公社
社員一同、髙橋稔、手作り作品展代表 斉藤陸子、東大寺唯心会、富岡甘楽危険物安全協会、富岡市国際交流協会、橋本一憲、
フクダタツシ、（株）富士箱根カントリークラブ、ホリゴメタケト、メイクアスワンプロジエ、モリタレイノスケ、ユ）ヤマギシ
ヨウガシテ、理容組合西多摩支部、若本宏、ワカヤマユウイチロウ、Angela＋Juergen Spielberg、CUUB睡蓮花、Gallery・
Sin、Your Life（株）スマイル情報誌、4区おしどり会・ゴルフ愛好会・ソフトボールクラブ

アオキコウ、安曇野市議会信進クラブ一同、（有）加新住設、（有）加藤鉄工所、カドワキシュウゲン、（有）
川前工業所、カワムラナツコ、グローブマリコ、サトウタカコ、サワヤカ!オイトナス、宍粟市、シダッ
クス（株）、シモマヒトシ、ジンノタカユキ、（株）太陽工業、多賀城市管工事業協同組合、高橋工業（株）、

（有）長尾設備、ナカムラコウイチ、潮来市農業委員会、発向興業（株）、ホウジタカシ、（有）前畑工業、
南アルプス市、ミヤギケンシギカイギ、（株）武蔵野仙台工場、JEC日本語教育センター

青森県長寿社会振興センター、荒浪睦、（有）エクステルホ－ムズ、（株）尾鷹林業、北村技術（株）、キ
ハラ（株）、キャノンマーケティングジャパン（株）、（株）グランツ、埼玉県和光市、（株）サカイ引越セ
ンター仙台支社、塩釜人権擁護委員啓発部、資生堂、新日本法規出版（株）、住友化学（株）、仙台小林
製薬、ソニー生命、（株）高岡衛生管理公社、武田整形外科、茅ヶ崎市立松浪小学校2年1組、天童市
観光果樹園連絡協議会、天童商工会議所建設業部会、天理教此勇分教会、天理教災害支援隊名古屋西

支部、（株）東北3Rシステムズ、東北大学眼科支援チーム、東北薬科大学、（財）図書館振興財団、とわの森三愛高等学校、新田
3区、日宝建設工業（株）東北支店、（社）日本埋立浚渫協会東北支部、人間環境大学学生有志一同、沼田クラブ、東日本元気復興
プロジェクトフェニックス、（株）美健ガイド社、ブリッグスアンドストラットンジャパン（株）、丸升山崎工業（株）、三重県大
台町、三重県熊野市、三重県桑名市、三重県菰野町、三重県玉城町、三重県東員町、三重県度会町、宮城石灰工業（株）、勇晃
内燃機工業（有）、（株）リコー、（株）レオパレス21仙台支店、（株）ワークスインターナショナル、（株）ワコールホールディングス、

（株）和田製作所、TOA（株）、（株）TRY

　東日本大震災で甚大な被害を受けた多賀城市へ、全国各地の皆さんから多くのご支援をいただき、ありがとう
ございます。
　7月31日現在で、義援金1億2,941万2,641円、寄付金1億3,191万7,361円と多くの物資の提供・人的支援
をいただいています。これまでの多大なご支援に感謝するとともに、一日も早い復興に向けて全力で取り組んで
おりますので、引き続きご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
　なお、物資の提供・人的支援をいただいた個人の方と、匿名で義援金・寄付金をご提供いただいた方については、
掲載を控えさせていただいています。また、記載漏れやお名前の誤りがありました場合はご容赦ください。
	 （敬称は略させていただきます）

7月1日から7月31日まで新たにご支援いただいた方々を紹介します

　災害復旧のため、これまでに全国の100を越える行政機関から派遣された約1万5千人の職員が多賀城市内で活
動しています。震災発生直後は応援給水や、避難所運営にあたっていただき、不安な生活を送る私たち市民を支
えていただきました。
　その後、被災者総合相談窓口での受付業務や、震災で被害を受けた家屋等の調査、避難者の健康調査など数多
くの現場でご協力ををいただきました。
　家屋解体申請受付業務の支援に来ていただいた東京都国分寺市の松本さんは、「家屋の解体撤去依頼を受ける過
程で、依頼者のご説明を聞きながら被災状況を写真で確認することもあり、この震災が人々に与えた影響を肌で
感じる支援活動となりました。国分寺市は多賀城市と全史協（＊）での繋がりをもとに、5月9日から延べ約100人の
職員を派遣し、支援活動を行っています。私たちの活動が多賀城市の復興に役立てば幸いです」と語ってくれました。
　これまでの復興への多大なご支援に心から感謝を申し上げます。
＊全史協：全国史跡整備市町村協議会。全国で524市町村が加盟。

　
避
難
所
運
営
な
ど
の
業
務
で
ご
支
援
い
た
だ
い

た
富
山
県
高
岡
市
の
職
員
の
皆
さ
ん
が
、
多
賀
城

の
復
興
を
祈
る
七
夕
を
作
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た

七
夕
。

　
復
興
へ
の
願
い
を
こ
め
て
8
月
1
日
か
ら
7
日

ま
で
開
催
さ
れ
た「
高
岡
七
夕
ま
つ
り
」で
飾
ら
れ

ま
し
た
。 

ご支援をいただいた行政機関を紹介します （8月1日現在）

全国の皆さんからのご支援に感謝します

義援金

寄付金

物資提供・
人的支援

多賀城の復興を支えている行政機関の皆さんに感謝します

多
賀
城
の
復
興
を
祈
る

七
夕
飾
り

応援自治体名 協力業務
北海道 手話通訳
北海道長万部町 被災者総合相談窓口
東北農政局

物資搬入搬出
東北総合通信局
東北財務局 避難所運営
青森県青森市 下水道施設一次調査

宮城県 避難所巡回、仮設住宅訪問
健康調査

宮城県（県税事務所） 被害調査
宮城県仙台市

応援給水
宮城県塩竈市
秋田県

避難所運営秋田県秋田市
秋田県男鹿市
山形県山形市 下水道施設一次調査

山形県天童市
被害調査、被災者総合相談
窓口、下水道施設一次調査、
応援給水

国税庁 被害調査
群馬県

被災者総合相談窓口

群馬県前橋市
群馬県高崎市
群馬県桐生市
群馬県館林市
群馬県渋川市
群馬県藤岡市
群馬県富岡市
群馬県安中市
群馬県みどり市
群馬県伊勢崎市
群馬県太田市
群馬県沼田市

群馬県富岡市 避難所運営・被災者総合相
談窓口

埼玉県富士見市
応急修理制度に係る事務、
避難所巡回、被災者・仮設住
宅訪問健康調査

埼玉県熊谷市 被害調査

東京都国分寺市 家屋解体申請受付業務、被
害調査、文化財調査

神奈川県横浜市 災害廃棄物処理業務
神奈川県大和市 被害調査、融資業務
神奈川県逗子市 被害調査
神奈川県小田原市 文化財調査

富山県高岡市 被災者総合相談窓口、避難
所運営、被害調査

応援自治体名 協力業務
兵庫県西宮市

被害調査

兵庫県洲本市
兵庫県豊岡市
兵庫県加古川市
兵庫県三木市
兵庫県篠山市
兵庫県加東市
兵庫県佐用町
兵庫県新温泉町
兵庫県川西市 下水道施設一次調査
兵庫県伊丹市水道局 応援給水
奈良県 被害調査

奈良県奈良市
避難所運営、避難所巡回、
被災者・仮設住宅訪問健康調
査、下水道施設災害復旧査
定設計

和歌山県
下水道施設一次調査

和歌山県和歌山市
島根県 避難所運営

岡山県岡山市 避難所巡回、被災者・仮設
住宅訪問健康調査

広島県呉市 応急修理制度に係る事務
広島県福山市水道局

応援給水広島県江田島市企業
局
広島県竹原市水道課

山口県防府市 被災者総合相談窓口、介護
認定調査、応援給水

山口県宇部市 応援給水
四国財務局 避難所運営

香川県 被害調査、被災者総合相談
窓口

高知県 被害調査
高知県四万十町 避難所運営

高知県宿毛市 避難所巡回・被災者訪問健康
調査

高知県四万十市 介護認定調査
九州財務局

避難所運営
福岡財務支局

福岡県太宰府市 被災者総合相談窓口、文化
財調査

福岡県みやま市 避難所巡回・被災者訪問健康
調査

佐賀県 避難所巡回、被災者・仮設住
宅健康訪問調査

大分県宇佐市 被害調査

応援自治体名 協力業務
福井県 り災証明発行、被害調査、

被災者総合相談窓口

山梨県 避難所巡回、被災者・仮設
住宅健康訪問調査

山梨県南アルプス市 避難所巡回・被災者訪問健康
調査

長野県塩尻市
応援給水長野県大町市

長野県安曇野市
岐阜県 避難所運営
岐阜県多治見市 避難所巡回・被災者訪問健康

調査静岡県伊豆の国市

愛知県
被災者総合相談窓口、避難所
運営、災害派遣等従事車両証
明書発行事務、家屋解体申請
受付業務、り災証明発行

三重県

避難所運営

三重県尾鷲市
三重県亀山市
三重県南伊勢町
三重県津市
三重県御浜町
三重県紀宝町
三重県伊賀市
三重県木曽岬町
三重県四日市市
三重県桑名市
三重県熊野市
三重県多気町
三重県玉城町
三重県度会町
三重県東員町
三重県菰野町
三重県明和町
三重県大台町
三重県大紀町 被害調査
三重県明和町 認定調査、文化財調査
滋賀県

下水道施設一次調査

滋賀県大津市
滋賀県彦根市
大阪府
大阪府池田市
大阪府豊中市
兵庫県

被害調査兵庫県明石市
兵庫県宍粟市
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手作りおやつでほっと一息
　体が疲れたとき、甘い物を食べてほっと一息つくことがあります。市販のお菓子は手軽に食べられ
ますが、手作りおやつで体も心も満たしてみませんか？保育所給食から9月の行事食とおやつのレシ
ピを紹介します。
下準備…�かぼちゃ（冷凍品でも可）は加熱して皮を除き、つぶしておく。裏ごしやフードプロセッサー

にかけるとなめらかな仕上がりになる。

かぼちゃのお月見団子（9月の行事食） ＊今年のお月見（中秋の名月）は9月12日です。
【材料（5人分）】

　Ａ｛ かぼちゃ………125g（下準備したもの）白玉粉…………100g
木綿豆腐………100g
スキムミルク…15g

タレ｛ 濃口しょうゆ…小さじ2三温糖…………35g
片栗粉…………大さじ2/3
水………………75cc
（タレの代わりにきな粉でも◎）

【作り方】
　①豆腐は水切りをし、Ａの材料を全て一緒に黄色が均一になるように混ぜ、小さく丸める。
　②沸騰したお湯で①をゆで、浮き上がってきたら冷水に取って水気を切っておく。
　③�〈タレ〉の材料を鍋で沸騰させる。お皿に②を盛り付けて、タレをかけてできあがり。

かぼちゃようかん
【材料（5人分）】
　かぼちゃ……200g（下準備したもの）　粉寒天……1g　　水……80cc　　上白糖……50g
【作り方】
　①�鍋に粉寒天と水を入れ、ヘラで混ぜながら沸騰させ、一度火を止めて上白糖を加え、再度加熱し
ながら混ぜる。そこに、下準備したかぼちゃを入れ、焦げないようにもったりするまで混ぜる。

　②�容器を水で濡らし、①を流し入れて室温で固め、冷蔵庫で1時間程冷やす。

� 問／こども福祉課保育係　内線184　　
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下水道の役割とは……
　この度の震災でも、下水道の役割の重要性が改めて認識されたことと思いますが、家庭や会社などから出る汚
れた水を処理施設に集めてきれいにしたり、雨水を集めて川に流したり（多賀城市は、汚水と雨水を分けて整備す
る分流方式です。）など、生活環境を快適にし、自然環境を守る大切な役割を担っています。また、台風などの大
雨から浸水を防ぐ働きもあります。

9月10日には……
　あなたの暮らしやまちの「きれい」、「安全」を守る下水道
を、年に一度、点検してみましょう。
　1　宅内桝（汚水桝・雨水桝）の点検
　2　自宅前の道路側溝などの点検・清掃　など

　異常や不明なことがあれば、お問い合わせください。

問／下水道課業務係　内線791～793

＊なぜ9月10日！？
　下水道の役割の一つである雨水排
除の観点から、台風シーズンといわ
れる二百十日（立春から数えて210
日）を過ぎた220日目とされました。
（この数えは、いずれも雑節の一つ）

　本市では、6月から東北学院大学工学部
のご協力により、山王小学校と多賀城東小
学校の校庭で、空間放射線量率の測定をし
ています。
　また、市独自に7月11日から、市役所
前で、平日定点測定、および市内小・中学
校、幼稚園、保育所などを測定しています。
　さらに、8月から市内8施設で毎週水曜
日測定しています。いずれの測定値も、毎
時0.04～0.14マイクロシーベルトとなっ
ています。
　健康に影響を与えるレベルではありませ
んのでご安心ください。

多賀城市測定　空間放射線量率測定調査結果
＊�測定の方法は、市職員が簡易型放射線測定器で地表から1ｍ、0.5ｍの高さで、1分おきに5回（5分）測定し、
平均値を測定結果としています。

放
射
性
物
質
へ
の
不
安

に
つ
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こ
む
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や
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誘
に
ご
注
意
を
！

「下水道の日」
� 9月10日

市内の放射線量の測定について
東北学院大学測定　空間放射線量率測定調査結果

※測定の高さは地表から1メートル� 測定値単位はマイクロシーベルト／時間

測定日 山王小学校
測定値

多賀城東小学校
測定値

6月8日 0.04～0.06 0.04～0.07
6月15日 0.07 0.06
6月22日 0.07～0.09 0.05
6月29日 0.06 0.05
7月6日 0.05～0.06 0.04～0.05
7月13日 0.06 0.05
7月20日 0.06 0.05
7月27日 0.06 0.04
8月3日 0.06 0.05
8月10日 0.06 0.04
8月17日 0.06 0.05

� 測定単位　マイクロシーベルト／時間

測定年月日 測定場所 地表からの高さ 測定場所 測定年月日 地表からの高さ
1.0ｍ（測定値）0.5ｍ（測定値） 1.0ｍ（測定値）0.5ｍ（測定値）

多賀城市役所 8月22日 0.08 0.09 多賀城小学校 7月19日 0.12 0.11
山王小学校 7月11日 0.10 0.10 太陽の家 8月17日 0.13 0.14
西部児童センター 7月11日 0.13 0.15 多賀城泉保育園 7月20日 0.12 0.13
あかね保育所 8月17日 0.11 0.12 多賀城中学校 7月20日 0.13 0.13
せいがん幼稚園 7月12日 0.14 0.13 天真小学校 7月20日 0.08 0.08
第二中学校 8月17日 0.12 0.12 鶴ケ谷保育所 7月21日 0.11 0.12
秀光中等教育学校 7月12日 0.09 0.10 鶴ケ谷児童館 7月21日 0.10 0.11
多賀城八幡小学校 8月17日 0.10 0.10 下馬みどり保育園 8月17日 0.09 0.09
八幡花園幼稚園 7月13日 0.06 0.06 多賀城東小学校 7月22日 0.08 0.08
八幡保育所 7月13日 0.09 0.11 東豊中学校 7月22日 0.10 0.10
高崎中学校 7月14日 0.14 0.14 笠神保育所 7月22日 0.12 0.13
城南小学校 8月17日 0.10 0.10 大代保育所 8月17日 0.05 0.05
多賀城東幼稚園 7月15日 0.11 0.13 柏幼稚園 7月25日 0.12 0.12
浮島保育所 8月17日 0.09 0.09 桜木花園幼稚園 7月25日 0.06 0.06
高崎幼稚園 7月15日 0.11 0.12 桜木保育所 7月25日 0.07 0.07
志引保育所 7月19日 0.11 0.12

＊�文部科学省の暫定規制値では、「毎時3.8マイクロシーベルト以上の時に屋外活動を制限する」としています。
　なお、測定結果は市のホームページでも公開しています。
問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線234～236

自然環境を守ります 街を浸水から守ります

※今月号の「くらし すこやかに」はお休みします。
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まちかどニュースまちかどニュース
掲載した写真は、ご本人にのみ差し上げます。
ご希望の方はご連絡ください。
問／地域コミュニティ課広報広聴係　内線254・255

� 小林　葵
あ お い

依ちゃん（1歳1カ月・高橋地区）
「お誕生日おめでとう!!元気いっぱいに育ってネ」パパ・ママより

今、私たちができること
　7月25日～8月19日までの期間、青山学院
大学の学生が留守家庭学級のボランティア活動
を行いました。
　取材した日は、学生が企画した巨大な「ぬり
え」を子どもたちみんなで完成させました。活
動を始めて2日目でしたが子どもたちととても
仲良く接していました。
　学生のひとりは「ボランティア活動を考えた
時、この活動なら自分にもできると思い、志願
しました」と参加の動機を話してくれました。

みんなで作ると楽しいね！
　8月10日、鶴ケ谷児童館でデイキャンプ
が行なわれ、小学生40人が参加しました。
ボランティアの皆さんにお手伝いをもらいな
がら、工作をしたり、食事を作ったりして夏
休みの一日を楽しみました。昼食は、「おく
ずかけ」と「ちらし寿司」。「いつもお手伝いし
ているからできるよ」と低学年の子どもたち
も上手に包丁を使っていました。工作で作っ
たうちわは、早速、寿司用のご飯をあおぐた
めに使っていました。

　8月11日、大代保育園の園児約20人が、陸上
自衛隊多賀城駐屯地を訪れ、津波から救出された
ことに、お礼のメダルを送りました。

音楽のチカラで復興を後押し
　8月11日、山王地区公民館で「音楽宅急便　東日本大震災
復興支援コンサート」が開催され、160人が会場に足を運び
ました。この催しは、子どもたちの情操教育と地域に根ざし
た社会貢献の一環としてヤマトホールディングスが主催した
ものです。指揮者に飯森範親氏、演奏は山形交響楽団のメン
バーにより行われ、楽器の紹介や模擬指揮者体験といった会
場内を盛り上げる演出も多く見受けられました。フィナーレ
では多賀城で活動するあじさいハーモニーほか地元の合唱団
の皆さんを交えた大合唱により、復興に向け会場全体が一体
となりました。

本場のミュージカルが目の前に！
　8月16日、劇団四季のオリジナルミュージカル「ユタと不思
議な仲間たち」が多賀城中学校で行われ、市内小中学生とその家
族らが招待されました。
　この公演は、震災で大きな被害を受けた東北の沿岸部13都市
で、東北の復興と再生への祈りをこめて合計27回の無料招待公
演を行ったものです。すばらしい歌声とダイナミックな踊りを
間近にし、最後には「友だちはいいもんだ」をキャストと参加者
が大合唱！勇気と感動で会場は盛り上がりました。

7月30日　�城南の仮設住宅入居者も参加した�
高崎地区夏祭り

　自慢のお子さん、お孫さん（未就学児）の写真
を募集しています。詳しくは地域コミュニティ
課広報広聴係へお問い合わせください。

7月30日　鶴ケ谷地区夏祭り

わ
が
家
の
ち
び
っ
子

夏の思い出
� 地区夏祭り
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タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
囲碁大会 月例囲碁大会／

9月11日㈰午前9時50分から
級位者囲碁大会／
9月17日㈯午前9時50分から
多賀城囲碁センター

入賞者・賞金有り 参加料1,500円
日本棋院多賀城支部
☎368・7925
http://gon-jp.ath.cx/tigo/

赤ちゃんヨガベビーマッ
サージ体験会
「まんどろスマイル」

9月13日㈫午前10時～11時
／ リ フ レ ー ヌ（ 中 央 2 丁 目
-14-11）

赤ちゃんとママ楽しく遊んで体にも
キク～ぞ。ベビーマッサージでリ
ラックス。Tea Timeもあります／
生後1カ月くらいからおおむね1歳
の親子

参加費500円
佐藤☎090・2985・3810
メール
mandoro_smile@yahoo.co.jp

「bundar（ばんだぁ）」 9月26日㈪
①午前10時15分～11時
②午前11時15分～11時45分
リフレーヌ（中央2丁目14-11）

ヨガストレッチ／
①どなたでも
②生後2カ月位からおおむね1歳の
親子

①700円　②500円
①＋②1000円
阿部☎090・8786・9059
メールbundar@live.jp

セルフカウンセリング養成
講座
～初級コース～

第1回9月14日㈬、第2回28
日㈬　いずれも午前10時～正
午／塩竈市藤倉コミュニティー
センター

第1回　相手の気持ちがわかる方法
第2回　人生を戦略する－最大の味
方を手に入れる方法

各回3,000円
本郷☎080・3190・9802

絵手紙、はがき絵、すずら
んの会

金曜日コース　9月9日㈮、30
日㈮
土曜日コース　9月3日㈯、17
日㈯いずれも午前10時～正午
／山王地区公民館

9月の絵手紙作成体験会（道具貸し
出し）※要申込／
40代～70代、男女問わず

2回セット1000円
（材料費代）
浅 野 ☎ 363・4887（午前9時～
正午、午後6時～8時）

新聞記事から環境問題を考
える　第14回

9月24日㈯午後1時30分から
／市民活動サポートセンター

放射線とわたしたちの生活／
定員30名

参加費無料
菅原　
m_sgwr@ii.em-net.ne.jp

東北学院幼稚園オープン
キャンパス

10月15日㈯午前9時30分～
11時（雨天決行）／
東北学院幼稚園

好きなコーナーなどで遊びます。着
替え、上靴（スリッパ）持参／
未就園児親子対象

申込締切10月7日㈮
☎368・8600

（午前9時～午後4時、土日除く）
買い物難民支援・交流セン
ター

随時電話にて受付 買い物で困っている方に電話相談と
買い物送迎など手助けします

無料
NPO法人高齢者サポートチー
ムしおたが☎364・5776
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み

込
ん
だ
2
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
2
台
と

パ
ッ
カ
ー
車
1
台
が
貸
与
さ
れ
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
の
方
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
義
援
金
や
奈
良
市

議
会
か
ら
の
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
職
員
も
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
4

月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬
ま
で
の
3
カ

月
、
避
難
所
で
避
難
し
て
い
る
方
々
に

明
る
く
接
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
運
営

の
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
多
大
な

被
害
を
受
け
た
下
水
道
の
被
害
額
や
復

旧
費
用
を
算
定
す
る
災
害
復
旧
査
定
設

計
業
務
に
は
2
カ
月
半
従
事
。
避
難
所

や
仮
設
住
宅
で
過
ご
す
方
の
健
康
状
態

調
査
に
は
、
保
健
師
さ
ん
も
派
遣
し
て

い
た
だ
き
、
延
べ
1
5
5
人
が
本
市

で
支
援
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
4
月
27
日
、
奈
良
市
の
仲
川

げ
ん
市
長
、
山
本
清
市
議
会
議
長
が
激

励
に
訪
れ
、
東
大
寺
の
別
当
で
あ
る
北

河
原
公
敬
大
僧
正
か
ら
託
さ
れ
た

「
辛
苦
同
心　
復
興
同
志
」（
辛
く
て

苦
し
い
こ
と
を
私
た
ち
も
同
じ
く
心

で
感
じ
て
い
ま
す
。
志
を
同
じ
く
、

復
興
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
）と
揮き

毫ご
う

し
た
色
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
河
原
大
僧
正
の「
被
災
さ
れ
た

多
賀
城
市
民
の
皆
さ
ん
を
勇
気
づ
け

ら
れ
た
ら
」と
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
心
温
ま
る
ご
支
援
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

明月・宮内地区の写真・映像を募集しています
　これまで東日本大震災に関する写真や映像を市民の皆さんから多数ご提供いただき感謝申し上げます。本市
では、後世に伝えるための資料などに活用するため、写真や映像を収集・保存していますが、明月・宮内地区
の津波襲来時やその後数日間の動画や写真が不足しています。写真や映像をお持ちでご提供いただける方は下
記までご連絡ください。
　なお、その他の地区についても随時募集していますので、併せてご連絡をお待ちしています。

東日本大震災に関する写真を公開中
　地震発生当初や市内の復興状況の写真を市役所1階ロビーで公開しています。市民の皆さんからご提供いた
だいた写真も多数公開していますので、市役所にお立ち寄りの際はぜひご覧ください。
　また、市ホームページでも東日本大震災に関する写真を公開しています。

問／地域コミュニティ課広報広聴係　内線255

利用のお知らせ
（本館）
開館曜日：火曜日～日曜日（祝日および月末休館日を除く）
開館時間：午前10時～午後4時
＊児童室および2階閲覧室は利用できません。

（山王分室）
開館曜日：火曜日～日曜日（祝日および月末休館日を除く）
開館時間：午前11時～午後5時

（大代分室）
当分の間休館となります。

（移動図書館）
一部巡回できないステーションがあります（巡回予定参
照）。

東北スチール㈱多賀城寮駐車場

6日㈫・20日㈫

10：00～10：30
旭ケ岡・防衛省住宅前駐車場 10：50～11：30
城南小北側駐車場 13：30～14：00
城南小学校 14：30～16：00
高橋・発向興業駐車場

7日㈬・21日㈬
10：00～10：30

ヨークベニマル多賀城店 10：50～11：30
多賀城東小学校 14：30～16：00
新田公民館脇

8日㈭・22日㈭
10：00～10：30

新田・シティハイツ鎌田Ⅰ前 10：50～11：30
山王小学校 14：30～16：00
八幡・末の松山沖の井駐車場

13日㈫・27日㈫
10：00～10：30

多賀城ロジュマン管理センター前駐車場 10：50～11：30
アシスト多賀城 13：40～14：10
明月・ユートピアレジデンス多賀城Ⅱ 震災の影響で巡回できません
桜木・県営住宅集会所前 14日㈬・28日㈬ 10：50～11：30
天真小学校 14：30～16：00
塩釜三中内駐車場 1日㈭・15㈭・

29㈭
10：00～10：30

丸山住宅集会所南側駐車場 10：50～11：30
多賀城八幡小学校 16㈮ 14：30～16：00
大代地区公民館前駐車場 14日㈬・28日㈬ 10：00～10：30
※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
※小学校の巡回日が学校行事や休校の場合は、お休みします。

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（FAX 368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月以
降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市のホームページにも転載
されます。

会
員
募
集

タイトル 活動／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
多賀城フラダンス・パパリ
ナ

毎月第 1、2、3 木曜日午後 7
時～8時30分／新田中集会所

初心者、経験者大歓迎 月4,000円
菅原☎368・0845

クラシックバレエサークル
「レ・アール」

毎週水・木曜午後5時から／
塩竈市の第2グリーンビル2階

小学1年生～一般（初心者歓迎） 月3,500円
田中☎090・3982・0327

東北絵手紙友の会
～初級コース～

9月3日㈯から　日時自由／
和田絵画教室（笠神5丁目9-1）

用具等はお貸しします／
一般の主婦
初心者歓迎

無料
和田☎361・6013

トニーサークル 毎週第 1、3 金曜日午前 10 時
～11時30分／
市民活動サポートセンター

日常英会話
※講師は外国の方です

会費2,500円
斎藤☎365・2009

多賀城サンダース 毎週水曜午後5時～7時
※夏休みは午前9時～午後1時
毎週土曜午前9時～午後1時／
城南小学校

バレーボール／
小学生男子

月2,000円
千葉☎090・2977・6668

新婦人親子リズムりんご 毎週木曜午前10時30分から
／
高橋地区生活センター

スキンシップを大切に親子でリズム
体操／
生後6カ月から入園前までの親子

月1,200円
赤間☎309・0395

友
好
都
市
の
「
旬
」
の
話
題
を
お
届
け
し
ま
す

　
本
市
は
友
好
都
市
の
福
岡
県
太
宰
府
市
、
山
形
県
天
童
市
、
奈
良
県
奈
良

市
と
、
災
害
時
に
お
互
い
に
助
け
合
お
う
と
い
う「
災
害
協
定
」を
結
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
震
災
で
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
友
好
都
市

に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

友
好
都
市
の
絆
③　

奈
良
県　
奈
良
市

さざんか号の予定移　動
図書館

市立図書館 ☎367-1730 http://homepage2.nifty.com/tagajo-lib/

▲仲川市長、山本議長訪問：4月27日

▲�仮設住宅を訪問し健康調査をする保健師さん：
8月12日

▲�緊急用の支援物資到着：3月13日
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く
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の
情
報

非
常
勤
職
員

業
務
内
容
／
水
道
使
用
開
始
中
止
届
電

話
、
窓
口
受
付
お
よ
び
デ
ー
タ
入
力
作

業募
集
人
員
・
要
件
／
1
人
・
パ
ソ
コ
ン

操
作
の
で
き
る
方

勤
務
時
期
／
10
月
1
日
～
平
成
24
年
3

月
31
日

勤
務
時
間
・
給
与
／
週
5
日（
月
曜
～

金
曜
日
）1
日
6
時
間
、
月
給
1
3
5
、

6
0
0
円

申
込
・
問
／
9
月
15
日
㈭
ま
で
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
管
理

課
へ
直
接（
郵
送
不
可
）

☎
3
6
8
・
3
1
1
1

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
高
校
生
以
上
で
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
や

裁
縫
な
ど
が
得
意
な
方
な
ど
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

申
込
・
問
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電
話
。

内
線
1
1
8

■
県
営
住
宅
入
居
者
定
期
募
集

　
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
一
時
的
に
募

集
を
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
9
月

期
か
ら
再
開
し
ま
す
。

申
込
書
配
布
／
9
月
1
日
㈭
か
ら
都
市

計
画
課（
内
線
4
2
1
）で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

受
付
・
問
／
9
月
1
日
㈭
～
12
日
㈪
郵

送
で
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社（
仙
台
市

青
葉
区
上
杉
一
丁
目
1
番
20
号
）へ
。

☎
2
2
4
・
0
0
1
4

あ
な
た
の
資
産
を
ご
確
認

く
だ
さ
い

　
固
定
資
産
を
所
有
す
る
本
人
、
ま
た

は
委
任
を
受
け
た
方
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
～
1
3
4

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種（
任
意
接
種
）費
用
助
成

　
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
6
カ
月
の
間
に
3

回
接
種
と
な
り
ま
す
。
無
料
接
種
は
平

成
24
年
3
月
31
日
ま
で
の
接
種
が
対
象

で
す
。
ま
た
、
高
校
2
年
生
の
方
は
平

成
23
年
10
月
1
日
以
降
接
種
し
た
場
合

は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
平
成
23
年
9

月
30
日
ま
で
に
1
回
目
の
接
種
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
／
健
康
課
親
子
保
健
係

内
線
1
3
5
、
1
3
6

9
月
1
日
は
防
災
の
日

9
月
5
日
ま
で
防
災
週
間

　
9
月
1
日
は
、
関
東
大
震
災
が
発
生

し
た
日
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
時
期
は

台
風
が
多
く
発
生
し
、
災
害
へ
の
心
構

え
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、「
防
災
の
日
」

に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
震
災
を
ふ
ま
え
、
こ
の
機
会

に
、
家
庭
で
で
き
る
身
の
回
り
の
防
災

対
策（
家
具
の
転
倒
防
止
、
非
常
時
の

持
ち
出
し
品
の
準
備
、
避
難
所
・
家
族

と
の
連
絡
方
法
な
ど
）を
再
度
点
検
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

「
災
害
時
の
非
常
持
ち
出
し
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
」

期
間
／
9
月
5
日
㈪
～
9
日
㈮

場
所
／
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
／
交
通
防
災
課
消
防
防
災
係

内
線
2
7
1
、
2
7
4

平
成
 23
年
度
狂
犬
病
予
防

注
射

＊
集
合
注
射

　
震
災
の
た
め
、
延
期
し
て
お
り
ま
し

た
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し

ま
す
。

　
な
お
、
登
録
申
請
は
集
合
注
射
の
会

場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

料
金（
一
頭
に
つ
き
）／

①
予
防
注
射
の
み
の
場
合

3
、
0
2
0
円（
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
交
付
手
数
料
5
5
0
円
、
狂
犬
病

予
防
注
射
費
2
、
4
7
0
円
）

②
登
録
と
予
防
注
射
の
場
合

6
、
0
2
0
円（
登
録
手
数
料
3
、

0
0
0
円
＋
3
、
0
2
0
円
）

＊
犬
の
登
録
申
請
と
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
交
付
は
委
託
動
物
病
院
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
次
の
委
託
動
物
病
院
で
受
け
る
場
合

は
、
そ
の
場
で
犬
の
新
規
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
診
察
料
金
な
ど

は
、動
物
病
院
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

　
そ
の
他
の
動
物
病
院
で
受
け
る
場
合

は
、
犬
の
登
録
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
を
渡
さ
れ
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
生
活
環
境
課
に
持
参

し
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交

付
手
数
料
と
し
て
5
5
0
円
か
か
り

ま
す
。

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係　
内
線
2
3
6

9
月
21
日
㈬
～
30
日
㈮

秋
の
交
通
安
全
運
動

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

を
運
動
の
基
本
と
し
、
夕
暮
れ
時
と
夜

間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止
、
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
の
3

点（
全
国
共
通
）を
重
点
目
標
に
掲
げ
て

い
ま
す
。

　
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
日
没
が
早
く

な
る
と
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
発
生
の

危
険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。運
転
手
は
、

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
こ
こ
ろ
が
け
、

歩
行
者
は
、
反
射
材
用
品
を
身
に
つ
け

る
な
ど
、交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、

起
こ
さ
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

問
／
交
通
防
災
課
交
通
防
犯
係

内
線
2
7
2
、
2
7
3

漏
水
修
理
し
た
と
き
の
水

道
料
金
と
下
水
道
使
用
料

　

本
市
給
水
区（
塩
竈
市
給
水
区
を
除

く
）に
お
住
ま
い
の
方
で
、
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
漏
水
修
理
依
頼

し
た
場
合
、
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用

料
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
管
理
課
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
係

内
線
7
6
6
～
7
7
0

施
設
再
開
の
お
知
ら
せ

■
山
王
公
民
館

　
9
月
1
日
㈭
か
ら
再
開
し
ま
す
。

険
に
加
入
し
健
康
診
査
を
希
望
す
る
方

な
ど
は
、健
康
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
～
1
3
4

就
学
時
健
康
診
断

　
平
成
24
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
、
平
成
17
年
4
月
2
日
～
平
成
18
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
9
月
中

旬
頃
に
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
届
か

な
い
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

内
線
5
2
3
、
5
2
4

特
定
健
康
診
査
無
料
な
ど

　

9
月
か
ら
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査

に
つ
い
て
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
者
さ
れ
て
い
る
方
は
、
今
年
度
に

限
り
自
己
負
担
金
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
詳
細
健
診（
心
電
図
・
眼
底

検
査
）に
該
当
し
な
い
方
で
も
、
希
望

さ
れ
る
方
は
心
電
図
検
査
1
、
5
0
0

円
、
眼
底
検
査
1
、
0
0
0
円
の
自

己
負
担
で
受
診
で
き
ま
す
。

（
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
は
休
館
）

　
な
お
、
災
害
復
旧
工
事
に
伴
い
、
閉

館
す
る
時
期
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

際
は
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
／
山
王
地
区
公
民
館

☎
3
6
8
・
6
1
9
2

■
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ

　
9
月
1
日
㈭
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
集
会
室
は
当
分
の
間
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。

問
／
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ

☎
3
6
5
・
2
8
5
1

新
し
い
健
康
保
険
証
・
医
療

費
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
の
国
民
健
康
保
険（
退
職
者
）被
保
険

証
と
、
乳
幼
児
、
心
身
障
害
者
、
母
子・

父
子
家
庭
医
療
費
助
成
の
受
給
者
証
の

有
効
期
間
は
、
9
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
保
険
証
な
ど

を
今
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

　
市
役
所
国
保
年
金
課
窓
口
で
交
付
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
9
月
12
日
㈪
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
の
交
付

は
9
月
26
日
㈪
か
ら
行
い
ま
す
の
で
、

印
鑑
と
旧
保
険
証
ま
た
は
身
分
証
明
書

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
旧
保
険
証
は
、
国
保
年
金
課
窓
口
へ

直
接
、
も
し
く
は
郵
送
で
お
返
し
く
だ

さ
い
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
は
、
所
有
す

る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に
関
す
る

評
価
額
、
税
額
の
基
礎
と
な
る
課
税
標

準
額
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
市
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の

納
税
義
務
者
の
方
は
、
自
己
の
土
地
ま

た
は
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
、
公
平
に

評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た

め
、
自
己
所
有
以
外
の
土
地
ま
た
は
家

屋
の
評
価
額
等
を
記
載
し
た
帳
簿
を
縦

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
／
9
月
1
日
㈭
～
30
日
㈮（
土
曜・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時
15
分

　
自
己
所
有
の
資
産
の
確
認
に
つ
い
て

は
、
期
間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

右
の
期
間
以
外
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

場
所
／
市
役
所
1
階
税
務
課

持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
ま
た
は
身
分
を

証
明
す
る
も
の
。
所
有
者
か
ら
委
任
を

受
け
た
方
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
本
年
4
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、
身

体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
歩
行
が
困
難

な
方
な
ど
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
に
か

か
る
軽
自
動
車
税
が
免
除
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
申
請
す
る
方
は
、
9
月

22
日
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

各
種
健（
検
）診

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
震
災
の
影
響
に
よ
り
延
期
し
て
い
た

各
種
健（
検
）診
等
を
、
9
月
か
ら
市
内

各
検
診
会
場
お
よ
び
指
定
医
療
機
関
で

実
施
し
ま
す
。

＊
各
種
検
診
等
申
込
書
の
受
け
付
け
は

す
で
に
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
震
災
や

転
入
な
ど
で
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い

方
、
6
月
23
日
か
ら
10
月
3
日
ま
で
に

75
歳
と
な
る
方
で
健
康
診
査
を
申
し
込

ん
で
い
な
い
方
、
新
た
に
国
民
健
康
保

くらしのくらしの
情報情報

募
集

く
ら
し

税
の
お
知
ら
せ

期日（予定） 学校名・会場

10月4日㈫ 山 王 小 学 校

10月7日㈮ 天 真 小 学 校

10月12日㈬ 多賀城東小学校

11月8日㈫ 城 南 小 学 校

11月16日㈬ 多賀城八幡小学校

11月25日㈮ 多賀城小学校
※受付時間　12：20～12：40

日　　　程 場　所
特定健康診査（健康診査）
肺がん・結核健診
肝炎ウイルス検診
前立腺がん検診

9月15日～10月3日 市内各健（検）診会場

胃がん検診 11月5日～12月22日 市内各検診会場
大腸がん検診 10月12日～10月28日 市内指定場所で検体回収
歯周疾患検診 10月1日～10月31日

指定医療機関子宮がん検診 11月1日～平成24年1月31日
乳がん検診 11月1日～平成24年1月31日
骨粗鬆症検診 12月8日～12月9日 市役所601・602会議室
高齢者インフルエンザ
予防接種 10月1日～12月15日 指定医療機関

月　日 時　　間 会　　　場

10月4日㈫
  9：00～10：00 浮島5号公園
10：30～11：30 西ノ入公園
13：00～14：00 大代地区公民館駐車場

10月6日㈭
  9：00～10：00 山王地区公民館駐車場
10：30～11：30 新田4号公園
13：00～14：00 高橋地区生活センター駐車場

10月9日㈰
  9：00～11：30

市役所正面玄関前駐車場
13：00～14：30

病　院　名 住　　　所 電話番号

塩 浜 犬 猫 病 院 多賀城市留ケ谷三丁目12-6 365-8366

たがじょう動物病院 多賀城市鶴ケ谷三丁目4-5 362-6800

ケ イ 動 物 病 院 塩釜市玉川二丁目6-19 367-4431

オノデラ動物病院 利府町中央一丁目10-4 767-7566

花 園 動 物 病 院 利府町花園三丁目23-3 356-7699

村 木 動 物 病 院 利府町菅谷台三丁目2-5 356-5598
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＊
受
講
の
際
は
テ
キ
ス
ト
が
必
要
で

す
。
受
付
時
に
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全

協
会
が
3
、6
0
0
円
で
販
売
し
ま
す
。

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
予
防
課
指
導
係

☎
3
6
1
・
1
6
1
6

Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
ち
か
ら
塾

　
震
災
復
興
で
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
つ
い
て
90
分
で
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
活
動
し
て
み

た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
9
月
27
日
㈫
午
後
7
時
～
8
時

30
分

会
場
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

費
用
／
5
0
0
円（
当
日
持
参
）

定
員
／
15
人
程
度

申
込
・
問
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

☎
3
6
8
・
7
7
4
5

取
扱
内
容
／
郵
便
、
貯
金
、
為
替
、
振

替
、
保
険

営
業
時
間
／
午
前
9
時
～
午
後
4
時

問
／
笠
神
簡
易
郵
便
局

☎
3
6
5
・
8
2
3
5

■
9
月
9
日
は
救
急
の
日

　
救
急
車
の
適
正
な
利
用
の
た
め
、
次

の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
症
状
は
軽
い
が「
交
通
手
段
が
な

い
」、「
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い
の

か
分
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
場
合
は
、

民
間
救
急（
＊
）な
ど
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

・
定
期
的
な
通
院
な
ど
で
、
タ
ク
シ
ー

代
わ
り
に
救
急
車
を
利
用
す
る
こ
と
は

控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
緊
急
に
医
療
機
関
に
搬
送
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
に

1
1
9
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
民
間
救
急
と
は
、
緊
急
性
が
な
い
場

合
に
搬
送
を
行
う
民
間
の
搬
送
事
業
者

で
す
。

問
／
多
賀
城
消
防
署
警
防
係

☎
3
6
6
・
0
1
7
7

■
女
性
の
健
康
相
談

　
女
性
医
師
が
、
思
春
期
や
更
年
期
の

身
体
的
・
精
神
的
不
調
、
家
庭
や
職
場

で
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
女

性
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
／
①
9
月
3
日
㈯
②
9
月
10
日
㈯

午
後
2
時
～
5
時

会
場
／
①
大
崎
市
内
②
塩
竈
市
内（
電

話
予
約
時
に
詳
し
い
場
所
を
お
知
ら
せ

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
予
約

は
不
要
で
す
。
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す

の
で
、
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
仙
台
法
務
局
の
受
付

日
時
／
・
9
月
5
日
㈪
～
9
日
㈮
午
前

8
時
30
分
～
午
後
7
時

・
10
日
㈯
、
11
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

5
時

・
仙
台
法
務
局
塩
釜
支
局
の
受
付

日
時
／
9
月
5
日
㈪
～
9
日
㈮
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

相
談
電
話
全
国
共
通
人
権
相
談
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
／
☎
0
5
7
0・0
0
3・1
1
0

問
／
仙
台
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
2
2
5
・
5
7
4
3

■
が
ん
ば
ろ
う
！
東
北「
東
北
一
斉
法

務
な
ん
で
も
相
談
所
」

　
仙
台
法
務
局
で
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
6
カ
月
と
な
る
節
目
の
日
に
、
被

災
地
域
を
対
象
と
し
て
、
法
務
局
で
取

り
扱
う
業
務
に
関
す
る
相
談
所
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
／
9
月
11
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

4
時

場
所
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
／
登
記
、
戸
籍
、
人
権
、
供

託
、
そ
の
他
各
種
法
律
に
関
す
る
相
談

相
談
担
当
者
／
仙
台
法
務
局
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
な
ど

問
／
仙
台
法
務
局

☎
2
2
5
・
5
6
8
9

9
月
の
納
付

　
納
期
限
は
9
月
30
日
㈮
で
す
。

▼
固
定
資
産
税
第
1
期

▼
軽
自
動
車
税
第
1
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
第
3
期

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
3
期

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
7
月
に
送
付
し
た
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
は
、
固
定
資
産
税
額
が
確

定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
資
産
割
額

が
算
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
9
月
に
固
定
資
産
税
額
が
確
定
し
ま

す
の
で
、
資
産
割
額
を
含
め
再
算
定
し

た
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

　
り
災
証
明
書
に
お
け
る
判
定
が
一
部

損
壊
か
ら
半
壊
、
半
壊
か
ら
大
規
模
半

壊
に
変
更
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
減
免

に
な
り
ま
す
。り
災
証
明
書
を
持
参
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
の
一
部
負
担
金

等
還
付

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
の
一
部
負
担
金
等
免
除
証
明
書
を

お
持
ち
の
方
で
、
免
除
期
間
中
に
医
療

機
関
等
窓
口
で
自
己
負
担
分
を
支
払
っ

た
方
は
、
還
付
を
し
ま
す
。
次
の
書
類

を
持
参
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
部
負
担
金
等
免
除
証
明
書

・�

領
収
書
な
ど
医
療
機
関
窓
口
で
自
己

負
担
し
た
金
額
が
確
認
で
き
る
書
類

・
通
帳

・
印
鑑

＊
社
会
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険

者
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

■
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
こ
ん

な
と
き
手
続
き
が
必
要
で
す

○
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き
や
、
そ
れ
に
伴
っ
て
支
払
い
を
受

け
る
銀
行
、
郵
便
局
を
変
更
す
る
と
き

は「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支
払
機
関

変
更
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
住

所
表
示
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
も
届
出

が
必
要
で
す
。

○
年
金
証
書
な
ど
を
無
く
し
た
と
き

　
年
金
証
書
や
年
金
改
定
通
知
書
な
ど

を
紛
失
し
た
と
き
は
再
発
行
が
で
き
ま

す
。
年
金
証
書
は
各
種
の
届
出
や
年
金

相
談
の
と
き
に
必
要
で
す
の
で
、
普
段

か
ら
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ

た
と
き

　

ご
遺
族
の
方
は
す
み
や
か
に「
年
金

受
給
者
死
亡
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
出
が
遅
れ
年
金
を
多
く
受
け
取

り
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、
後
日
返
納
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
は
亡
く
な
っ
た
月
分
ま

で
支
払
わ
れ
ま
す
。
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
遺
族
の
方
は
、
死
亡
届
と
合
わ

せ
て「
未
支
給
年
金
請
求
書
」に
必
要
書

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
方
法
な
ど

　
直
接
出
向
く
場
合
は
、
年
金
事
務
所

ま
た
は
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
の
際

は
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。ま
た
、ご
家
族
の
方
で
あ
っ

て
も
、
本
人
以
外
の
方
が
窓
口
で
手
続

き
さ
れ
る
場
合
は
委
任
状
な
ど
が
必
要

で
す
。

　
平
成
23
年
7
月
か
ら
は
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
情
報
を
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
日
本
年

金
機
構
に
お
い
て
住
基
コ
ー
ド
が
収
録

さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、「
住
所

変
更
届
」や「
死
亡
届
」（
死
亡
日
か
ら
7

日
以
内
に
届
出
し
て
い
た
だ
い
た
場
合

の
み
）の
届
出
が
原
則
不
要
と
な
り
ま

す
。
住
基
コ
ー
ド
が
収
録
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
年
金
払
込
通
知
書
等
や

年
金
事
務
所
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
0
5
7
0
・
0
5
・
1
1
6
5

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
0
3�

・
6
7
0
0
・
1
1
6
5
）

受
付
時
間
：
月
曜
～
金
曜
日
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分
・
第
2
土
曜
日

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

（
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
～
1
月
3
日

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
業

務
課　
☎
2
5
7
・
6
1
1
5

■
国
民
年
金
の
職
権
適
用
を
行
っ
て
い

ま
す

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
退
職
や

転
職
に
よ
り
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
国
民

年
金
に
変
更
に
な
る
方
は
届
出
が
必
要

で
す
が
、
届
出
を
お
忘
れ
の
場
合
に
は

文
書
に
よ
り
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
勧
奨
を
行
っ
て
も
届
出
が
な
い
方
に

は
、将
来
の
年
金
受
給
権
確
保
の
た
め
、

職
権
に
よ
り
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
い
ま
す
。
職
権
適
用
に
よ
り

国
民
年
金
の
加
入
と
な
っ
た
方
に
は
、

ご
案
内
と
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す
。
経
済
的
に
納
付
が
困

難
な
と
き
は
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
管
轄
の

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
業

務
課　
☎
2
5
7
・
6
1
1
5

■
仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
現
状

　

大
代
地
区
に
あ
る
仙
塩
浄
化
セ
ン

タ
ー
は
、多
賀
城
市
の
ほ
か
、仙
台
市
、

塩
竈
市
、
利
府
町
、
七
ケ
浜
町
の
全
体

で
約
32
万
人
分
の
汚
水
を
処
理
し
て
い

る
施
設
で
す
が
、
こ
の
度
の
震
災
で
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
汚
水
を
浄
化
す
る
全

て
の
機
能
が
停
止
し
、
一
時
は
家
庭
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
処
理
で
き

ず
に
市
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
溢
れ
る

事
態
も
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
汚
水
を
処
理
す
る
過
程
で
生

じ
る
汚
泥
や
津
波
に
よ
る
土
砂
や
ヘ
ド

ロ
も
処
理
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
り
ま

し
た
。

　
現
時
点
に
お
い
て
は
緊
急
的
な
対
策

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
な
ど
か

ら
の
汚
水
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
溢
れ
る
こ
と

も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
汚
泥
を
処
理
す
る
機
能
が

回
復
し
て
お
ら
ず
、
施
設
内
に
汚
泥
を

仮
置
き
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
、

施
設
周
辺
に
お
い
て
は
強
い
臭
気
が
発

生
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
と
し
て
は
、
1
日
4
回
の
消

臭
剤
の
散
布
や
仮
置
き
し
た
汚
泥
に

シ
ー
ト
を
か
け
た
り
土
で
覆
っ
た
り
す

る
な
ど
の
臭
気
対
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
仮
置
き
し
た
汚
泥
に
つ
い
て

は
、搬
出
時
な
ど
の
臭
気
を
考
慮
し
て
、

窓
を
開
け
て
過
ご
す
こ
と
の
多
い
夏
場

は
避
け
て
、
で
き
る
だ
け
寒
い
時
期
に

作
業
に
取
り
か
か
り
、
年
内
中
に
は
搬

出
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
宮
城
県
と
し
て
は
平
成
24
年
12
月
ま

で
に
は
、
汚
泥
の
焼
却
施
設
を
除
く
す

べ
て
の
施
設
を
震
災
前
の
状
況
に
復
旧

さ
せ
、
従
前
の
水
質
を
確
保
す
る
計
画

で
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
対
応

状
況
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
中
南
部
下

水
道
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
宮
城
県
中
南
部
下
水
道
事
務
所

☎
3
6
7
・
4
0
0
1

■
笠
神
簡
易
郵
便
局
再
開

　
塩
竈
市
芦
畔
に
あ
り
ま
し
た
一
時
閉

鎖
中
の
笠
神
簡
易
郵
便
局
を
次
の
場
所

で
8
月
22
日
㈪
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

局
名
／
笠
神
簡
易
郵
便
局（
笠
神
四
丁

目
1
―
35
）

し
ま
す
）

予
約
先
／
宮
城
県
女
医
会
女
性
健
康
相

談
室

☎
0
9
0
・
5
8
4
0
・
1
9
9
3

問
／
県
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

☎
2
1
1
・
2
6
2
3

■
塩
竈
斎
場
の
利
用
に
あ
た
っ
て
の
お

願
い

　
「
塩
竈
斎
場
」は
住
宅
地
に
隣
接
し
た

公
共
施
設
で
す
。
よ
り
良
い
環
境
を
保

つ
た
め
、
有
害
物
質
や
設
備
故
障
の
原

因
に
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル

製
品
、
化
学
繊
維
製
品
、
ガ
ラ
ス
・
金

属
製
品
、燃
え
に
く
い
も
の
、ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
の
危
険
物
は
ひ
つ
ぎ
に
い
れ
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
待
合
室
を
ご
利
用
の
際
の
後

片
付
け
や
清
掃
、
車
で
お
越
し
の
際
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
、
指
定
場
所

で
の
喫
煙
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
／
塩
釜
地
区
環
境
組
合
事
務
局

☎
3
6
3
・
2
7
7
7

塩
竈
斎
場

☎
3
6
4
・
8
9
1
6

■
9
月
5
日
～
11
日「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

　
仙
台
法
務
局
と
宮
城
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
人
権
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
相

■
宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校「
学
校
公

開
」

　
視
覚
支
援
学
校
の
教
育
内
容
を
一
般

の
方
に
も
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
興
味
関
心
の
あ

る
方
、
見
え
に
く
さ
で
悩
ん
で
い
る
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
17
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後

3
時

場
所
／
宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校（
青

葉
区
上
杉
六
丁
目
5
―
1
）

内
容
／
公
開
授
業
、
視
覚
補
助
具
や
点

字
等
の
紹
介
、
全
盲
、
弱
視
体
験

申
込
・
問
／
宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

（
担
当
・
千
田
）

☎
2
3
4
・
6
3
3
3

■
甲
種
防
火
管
理「
新
規
」講
習

　
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
病
院
、
工
場
、
事

務
所
等
で
多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
勤

務
す
る
事
業
所
、
ま
た
は
一
つ
の
建
物

内
に
管
理
権
原
者
が
異
な
る
テ
ナ
ン
ト

な
ど
が
存
在
す
る
場
合
で
、
テ
ナ
ン
ト

ご
と
の
管
理
す
る
収
容
人
数
が
多
い
場

合
に
は
消
防
法
で
定
め
ら
れ
た
資
格
を

有
す
る
防
火
管
理
者
を
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

日
時
／
10
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮

会
場
／
塩
釜
商
工
会
議
所（
塩
竈
市
港

町
一
丁
目
6
―
20
）

受
付
期
間
／
10
月
3
日
㈪
～
7
日
㈮

申
込
場
所
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

管
内
の
消
防
署

受
講
定
員
／
80
人（
先
着
順
）

催
し
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休日の診療

市 民 市民生活に関する相談窓口の紹介など

内線237～239
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

行 政 公共機関の仕事に関する苦情、要望など

内線237
生活環境課

13日㈫10時～15時
市役所2階　市民相談室

法 律 事前に電話予約を

内線237
生活環境課

21日㈬11時～16時
市役所2階　市民相談室

人 権 人権問題でお困りの方

内線237
生活環境課

12日㈪10時～15時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活 消費生活のトラブル

内線237～239
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

障 害 者 来所、電話での相談、家庭訪問など

☎767-6646
ぱれっと

平日、第2・第4日曜日9時～17時
ぱれっと（指定相談支援事業所）

障害のためにお困りの方

☎368-6300
社会福祉協議会

27日㈫10時～15時
社会福祉センター

心 配 ご と 生活問題でお困りの方

☎368-6300
社会福祉協議会

5日･12日･26日の各月曜日� 10時～15時
社会福祉センター

高 齢 者 介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待などでお困りの方

内線664
介護福祉課

平日8時30分～17時15分
各地域包括支援センターへ
（中央地域）　☎368-6350
（西部地域）　☎309-3950
（東部地域）　☎363-4055

も の 忘 れ 予 防 物忘れなどが心配な方（事前電話予約）

内線132
健康課

20日㈫13時30分～15時30分
市役所1階　社会福祉相談室

家 庭・ 児 童 虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など（事前電話予約）☎368-1631

こども福祉課 平日9時～17時
市役所1階　こども福祉課

児 童・ 生 徒 の
不登校・悩み相談

不登校、いじめ、困っていることなど

面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
10時～15時　市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日10時～16時

内線544
青少年育成センター

子ども専用無料相談電話 0120-7
ナ ヤ ミ
83-

・
7
ナ ー イ
01

塩 釜 保 健 所 母子・寡婦（生活相談、福祉資金貸し付け）、
思春期、こころ、エイズ、アルコール・薬
物関連、骨髄提供希望登録／予約制☎706-1215

（仮移転先）
●ＨＩＶ抗体検査
7日㈬、21日㈬� 受付／9時～11時
※電話予約が必要（匿名で受付）、相談・検査は
原則無料（証明書が必要な場合は手数料あり）

女 性 ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性☎362-1934

多賀城交番 3日㈯・20日㈫13時30分から

内科・小児科
■塩釜地区休日急患診療センター　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分～11時30分
	 　午後1時～4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分～9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・
	 　祝日の受付時間と同じ）

歯　科
9月4日 こう歯科クリニック 多賀城市下馬2-8-5 362-5213
11日 西村歯科医院 宮城郡松島町磯崎字磯崎105-3 353-4092

18日 わかば歯科クリニック 利府町加瀬字石切場1-1ヨークタウン利府野中内 767-5679

19日 みや歯科クリニック 塩竈市海岸通10-1三晴ビル2F 361-5810

23日 清水沢いまいずみ
歯科クリニック 塩竈市清水沢1-32-1 361-3803

25日 じん歯科医院 多賀城市明月1-4-12 366-8461
10月2日 せいの歯科医院 多賀城市東田中2-40-32-102 365-0099

宮城県子ども夜間安心コール
　宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法
に関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談
室を開設しています。
受付時間／毎日午後7時～11時
☎＃8000�（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）＊PHS不可
☎212-9390�（プッシュ回線以外の固定電話・PHS等用）

健康診査● ※対象者に個別通知します。
人数調整等のため「年間カレンダー」に載せてい
る対象生年月日と異なる事もあります。

3カ月～4カ月児 6日㈫・16日㈮・27日㈫	 受付 12:10～12:30
23年4月25日～23年5月31日生まれ

1歳6カ月児 13日㈫・28日㈬	 受付 12:10～12:30
22年2月18日～22年3月24日生まれ

2歳6カ月児
歯科健診

21日㈬	 受付 9:30～9:50
21年2月6日～21年3月3日生まれ

3歳児 8日㈭・29日㈭	 受付 12:10～12:30
20年2月6日～20年3月11日生まれ

母子健康手帳の●
交付　

5日㈪・12日㈪・20日㈫・26日㈪	受付 10:00～10:30
保健師、栄養士のお話など（約1時間）

両親学級●
　
3日㈯	 受付 13:15～13:25
出産を迎える妊婦やご夫婦（先着12組・予約制）

ことばの相談● 7日㈬	 受付 9:15～13:30
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談（予約制）

乳幼児健康相談● 26日㈪	 受付 9:20～10:40
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス（予約制）

ＢＣＧ接種● 12日㈪	 受付 9:30～10:00
23年5月23日～23年6月12日生まれの方とBCG接種を
受けていない3カ月～6カ月未満児。予防接種手帳の予診票
に記入し、母子健康手帳と体温計を持参してください。

ポリオ投与● 10月13日㈭・14日㈮・17日㈪・18日㈫・19日㈬
	 受付 13:10～14:00
平成23年1月1日～平成23年6月30日生まれの方（1回目）。
3カ月～7歳6カ月未満でポリオ2回目をまだ接種してい
ない方。対象年齢3カ月～7歳6カ月未満児（3カ月～1歳6
カ月の接種が望ましい）　※医療機関では実施しません。

予防接種手帳の●
交付　

3～4カ月児健康診査通知と一緒に送付してい
ます。転入等でお持ちでない方は、母子健康手帳
を持参のうえ健康課窓口へおいでください。

成人健康相談●
（会場:市役所）

30日㈮	 受付 9:30～11:00
40歳以上で健康に心配のある方。保健師・栄養士
の健康・栄養相談、血圧・体重測定など（予約制）

鶴ケ谷児童館事業
会場は、すべて鶴ケ谷児童館。
申し込み、問い合わせは、同館へ直接または電話で。
申し込みは、本人または家族の方に限ります。
（参加対象者は市内居住者に限ります）� ☎362・0763

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み・費用
おもちゃランド
おもちゃ遊び、体操や、
絵本などのおはなし
※15日は、おはなし
の会くれよんの皆さん
が来ます。

1日㈭
15日㈭
22日㈭

10:15
～
11:30

乳幼児と
保護者 不要 無料

小学生ランド3
「かまぼこ団子づくり」
かまぼこ団子づくりや
オリジナルの工作

10日㈯
9:30
～
11:30

小学生35人
（先着順）

8月26日（金）
午後3時から
費用持参の
上、直接来館

150円
（材料代）

おはなしランド
朗読サークル多賀城
によるおはなし会

14日㈬
11:00
～
11:15

乳幼児と
保護者 不要

無料
親子ふれあい体操
体をいっぱい動かして
親子でリフレッシュ！

27日㈫
10:15
～
11:30

2歳以上の
幼児と保護
者35組
（先着順）

9月6日㈫
午前9時か
ら

いっしょに遊ぼう1歳児
1歳児のお友だちが集
まってみんなで楽しく
遊びます

30日㈮
10:30
～
11:15

1歳児と
保護者 不要

運動会ごっこをして
焼きイモ会
かけっこや親子ゲーム
のあとは、焼きイモを
食べます。

10月
12日㈬

9:30
～
11:30

2歳以上の
幼児と保護
者30組
（先着順）

9月28日㈬
午前9時か
ら直接来館

150円
（材料代）

★後期幼児グループ募集
　グループ活動や季節の行事を遊びながら体験します。
　お友だちと一緒に児童館で遊びましょう！
期　間／�10月～3月までの水曜日、月1～3回、午前10時15

分～11時（11時30分までの場合あり）
対　象／�平成23年4月2日現在2歳以上の幼児と保護者20組

（先着順）
申込み／9月16日㈮午前9時から　直接来館
費　用／一部有料

西部児童センター事業
会場は、すべて西部児童センター。費用はすべて無料。
申し込み、問い合わせは、同センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。
（参加対象者は市内居住者に限ります）
� ☎368・4142

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み

おやこのひろば
いろいろなおもちゃ遊び

７日㈬
10：15
～

11：15

１歳児以上の
幼児と保護者

不要

一輪車のり練習会
5日㈪
〜

９日㈮

15：00
～

16：00
小学生

一輪車のり認定会2
一輪車の技を高めて挑
戦！

10日㈯
10：00
～

11：45

小学生30人
（先着順）

8月31日
㈬から

チャレンジ教室5
講師とニュースポーツに
チャレンジ

14日㈬
15：00
～

16：00
小学生 不要

※�大規模改修工事のため、本年10月から来年3月
まで休館します。

子育てサポートセンター事業
費用はすべて無料。
申し込み、問い合わせは、同センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。
（参加対象者は市内居住者に限ります）
� ☎389・2180

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み 会　場
どこでもハッピー
地 域に出 向き、
遊びの場を提供

28日
㈬

10：00
～

11：30

未就学児
と保護者 不要

鶴ケ谷公園
仮設住宅
集会所

ハッピー子育て
講話
「親（わたし）の気
持ちを伝えよう」
講師� みやぎ親業
　広め隊
　土門比呂子氏

10月
5日
㈬

10：00
～

11：30

未就学児
と保護者
20組

9月
21日㈬
9時から

子育て
サポート
センター

市立図書館事業
問い合わせは市立図書館へ直接または電話で。�☎367・1730

団体名 日　時 会　場
よつばのクローバー 6日㈫

11:00～11:30
市立図書館

図書館ボランティア
蒲公英（たんぽぽ） 9日㈮

プーさんのおはなしや 17日㈯
（雨天中止）

スキップ 13日㈫ 山王地区
公民館

離乳食講習会（7カ月～8カ月児コース）
日　　　時／10月7日㈮午前9時30分〜正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／7～8カ月児と保護者15組（先着順）
費　　　用／200円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、おむつ、ミルク等
申 込 ・ 問／10月3日㈪まで健康課親子保健係へ　内線135、136

親子クッキング
～みんなで丸々お団子を作ろう～
日　　　時／9月15日㈭午前9時15分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／2～3歳児の親子12組（先着順）
費　　　用／1組400円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、汚れた場合の着替え
申 込 ・ 問／9月9日㈮まで健康課親子保健係へ　内線135、136

9 月の相談 相談窓口などの詳細については
各相談窓口にお問い合わせください。

▼携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問：健康課 内線135・136　会場：母子健康センター

みんな集まれ～！
キッズ・ジュニアイベント

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至塩釜

西塩釜
駅

下馬駅

育てられなくなった犬や猫の引き取り
8日㈭・20日㈫10：00～12：00
宮城県塩釜保健所（仮移転先：鶴ケ谷一丁目4-1）で
問／塩釜保健所 ☎367-7051



人口と世帯数（7月末現在） 人口 61,330人（＋1人） 世帯数 24,115世帯（＋12世帯） ※（　）は前月比です。

　
市
川
橋
遺
跡
は
、
多
賀
城
跡
の
南
側
に
広
が
る

遺
跡
で
、
西
側
に
隣
接
す
る
山
王
遺
跡
ま
で
広
が

る
古
代
の
地
方
都
市
が
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。

平
成
14
年
の
調
査
で
、
多
賀
城
廃
寺
へ
と
至
る
9

世
紀（
西
暦
8
0
0
年
代
）の
道
路
側
溝
か
ら
、

竹
製
の
横
笛
が
出
土
し
ま
し
た
。
通
常
、
竹
は
長

い
年
月
と
と
も
に
腐
食
し
形
が
残
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
無
い
た
め
、
古
代
の
出
土
資
料
と
し
て
は
全

国
で
4
例
目
、
全
体
の
形
状
が
わ
か
る
も
の
と
し

て
は
唯
一
と
い
う
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
古
代
の
横
笛
は
、
東
大
寺
の
正
倉
院
に
伝
わ
っ

て
い
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
比

べ
て
発
見
さ
れ
た
横
笛
は
、
装
飾
が
ま
っ
た
く
無

い
、
素
朴
な
も
の
で
す
。
横
笛
は
、
ひ
と
つ
の

歌う
た
く
ち口（
口
を
あ
て
る
と
こ
ろ
）と
6
つ
の
指ゆ
び
あ
な孔（
指

を
押
さ
え
て
音
程
を
変
え
る
と
こ
ろ
）が
あ
り
ま

す
。
横
笛
の
場
合
、こ
の
歌
口
と
指
孔
の
位
置
や
、

笛
の
長
さ
や
太
さ
に
よ
っ
て
、
出
す
こ
と
が
で
き

る
音お
ん
か
い階（
音
の
高
低
に
よ
る
な
ら
び
。
例
え
ば
ド

レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
な
ど
）が
変
わ
り
、
ひ
い
て
は

演
奏
で
き
る
曲
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
横
笛
の
形
が
曲
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
、
全
体
の
形
が
わ
か
る
こ
の
横
笛
に
は
、
古

代
の
音
階
が
記
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
音
階
の
復
元
を
試
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
歌
口
の
隣
に
あ
る
竹
の
節
が

腐
食
に
よ
っ
て
失
わ
れ
、
空
洞
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
本
物
を
吹
い
て
も
音
は
出
ま
せ
ん
。
代
わ
り

に
、
詳
細
な
調
査
の
も
と
復
元
品
を
製
作
し
、
各

音
階
を
測
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
現
在
6
つ
の
指

孔
を
も
つ
横
笛
は
、
高こ

ま麗
笛ふ
え
や
神か
ぐ
ら楽
笛ぶ
え
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
ら
と
比
べ
た
と
こ
ろ
神
楽
笛
に
極
め
て

近
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
古
代
に
横
笛
で
ど
ん
な
曲
が
演
奏

さ
れ
て
い
た
の
か
、
知
る
手
が
か
り
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
調
査・分
析
か
ら
、

神
楽
笛
に
似
た
音
階
を
用
い
た
曲
が
演
奏
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
な
お
、同
じ
市
川
橋
遺
跡
か
ら
は
、8
世
紀（
西

暦
7
0
0
年
代
）終
わ
り
こ
ろ
の
琴
の
部
品
も
出

土
し
て
お
り
、
古
代
の
多
賀
城
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

楽
器
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
現
在
、
復
元
さ
れ
た
横
笛
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
で
演
奏
さ
れ
て
お
り
、
古
代
の
音
色
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
多
賀
城
史
遊
館
に
お
い

て
は
横
笛
を
つ
く
っ
て
音
を
奏
で
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

～多賀城の復興に向けて～ 多賀城を元気に！

■追悼と復興を願って
　8月11日、LIGHT UP NIPPON（ライト
アップニッポン）主催で、津波の被害が大き
かった岩手・宮城・福島3県の沿岸部10カ所
で一斉に花火が打ち上げられました。
　本市では八幡六貫田を会場に花火が打ち上
げられ、夜空に光る大輪に復興への希望を託
しました。（写真上）

■多賀城「月の市」開催
　9月3日㈯まで、東日本大震災により被害を
受けた飲食店や商店街の有志の方々が、多賀城

「月の市にぎわい祭り」を、JR 仙石線多賀城駅前
（旧長崎屋跡地）で開催しています。（写真下）
　また、8月19日㈮、20日㈯には地場産品を
出品する多賀城「月の市」を開催し、大勢の人で
にぎわいました。
　多賀城「月の市」は、引き続き下記のとおり
12月まで毎月開催しますので、ぜひご来場く
ださい。（開催日時は改めてお知らせします）
会場／ JR 仙石線多賀城駅前
出展内容／農産物・海産物・惣菜・農産加工品
などの販売
問／商工観光課商工係　内線471

広
報
多
賀
城
9
月
号
❖
通
巻
4
7
5
号 

平
成
23
年【
2
0
1
1
年
】9
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）

編
集
と
発
行 

多
賀
城
市
総
務
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

多
賀
城
市
役
所
〒
985
―
8
5
3
1 

多
賀
城
市
中
央
二
丁
目
1
番
1
号
☎
0
2
2
―
3
6
8
―
1
1
4
1
㈹

こ
の
広
報
誌
は
、
植
物
性
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。	

・
2
6
、
8
0
0
部
制
作

こ
の
広
報
誌
は
、
環
境
に
や
さ
し
い「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。	

・
1
部
当
た
り
の
印
刷
・
発
行
費
22
円

・
表
紙
の
多
賀
城
瓦
の
画
像
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
の
承
認
を
受
け
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

歴
史
の
風
③

�

～
平
安
時
代
の
横
笛
～

▲復元した横笛

▲月の市にぎわい祭りのようす（9月3日㈯で終了）
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